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平成24年度決算報告

町人事行政の運営などについて

わだいの特選（瀬戸大
だいや

也選手・一日警察署長など）
キラリ輝いてます（木村　真

ま み

巳さん）
ぼくらのキャンパス（毛呂山小学校）
もろやま魅力彩発見（葛

つづらぬき

貫のコスモス）
越辺川が変わる…
川のまるごと再生プロジェクト  始動！動！



平
成
24
年
度
決
算
が
９
月
定
例
町
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
決
算

は
、
私
た
ち
が
納
め
た
税
金
が
、
ま
ち
づ
く
り
や
暮
ら
し
の
な
か
で
、

ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て
き
た
の
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

平
成
24
年
度
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
町
の
お
金
を
使
っ
た
の
か
を
報

告
し
ま
す
。

歳入　109億 1,615 万 4千円

歳出　104億 7,479 万 5千円

項　　目 24年度決算 前年度増減額

自　

主　

財　

源

町税 36億 5,015 万 9 △ 8,011 万 5
繰入金 7億 1,078 万 6 4億 5,821 万 9
繰越金 3億 8,468 万 7 5,142 万 1
その他
・分担金及び負担金 1億 982万 5 △ 49万 1
・使用料及び手数料 6,078 万 1 23万 9
・財産収入 1,548 万 3 380 万 3
・寄附金 90万 5 △ 143万 5
・諸収入 4億 9,406 万 4 2億 9,422 万 2

依　

存　

財　

源

地方交付税 20億 640万 8 7,056 万 9
町債 11億 2,504 万 7 1億 7,953 万 2
国庫支出金 10億 8,184 万 3 1億 5,098 万 6
その他
・県支出金 7億 2,254 万 8 8,638 万 7
・地方消費税交付金 2億 9,574 万 1 △ 545万 1
・地方譲与税 9,869 万 2 △ 545万 8
・地方特例交付金 1,934 万 9 △ 3,300 万 1
・自動車取得税交付金 4,273 万 2 1,891 万 7
・ゴルフ場利用税交付金 7,155 万 6 210 万 7
・利子割交付金 881万 3 △ 122万 6
・株式等譲渡所得割交付金 256万 2 62万 6
・配当割交付金 887万 8 105 万 0
・交通安全対策特別交付金 529万 5 4万 9

合　　計 109億1,615万4 11億9,095万0

■一般会計歳入 （単位 /千円）

用語の解説
・ 自主財源　町税、使用料・手数料、諸収入など、町
が自ら調達できる財源です。

・ 依存財源　国や県から交付されたお金や借り入れた
お金で、地方交付税、国庫・県支出金、町債、交付
金などです。

・ 町税　町に納められた税金で、全体の約９割が町民
税と固定資産税です。

・ 都市計画税　都市計画事業または土地区画整理事業
の費用に充てるため、市街化区域内に所在する土地
および家屋を所有する人に課税されます。

・ 地方交付税　一定の行政サービスの水準を維持する
ために国から交付されるものです。

・ 町債　大きな事業を行うためなどに、国や金融機関
などから借り入れたお金です。

・ 公債費　借り入れた町債を返済するための経費です。

決算報告
平成
24
年度

一般会計

町民１人あたりの町税の負担額は

10 万 2,263 円 です。
・町　民　税 …………………… ５１，５３２円

・固定資産税 …………………… ３９，７２７円

・町たばこ税 ……………………… ６，０６０円

・都市計画税 ……………………… ３，２８４円

・軽自動車税 ……………………… １，６４２円

・入　湯　税 …………………………… １８円

町　税
33.4％

自
主
財
源　

49
・
７
％

繰入金6.5％

繰越金3.5％

その他6.3％

地方交付税
18.4％

依
存
財
源　

50
・
３
％

町　債
10.3％

国庫支出金
9.9％

県支出金
6.6％

その他5.1％
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■一般会計歳出 （単位 /千円）

項　　目 24年度決算 前年度増減額

民生費 33億 5,666 万 3 3億 9,006 万 5

土木費 13億 7,337 万 0 3億 9,592 万 4

総務費 13億 6,705 万 3 △ 1億 2,869 万 9

教育費 10億 4,803 万 1 △ 7,732 万 8

衛生費 7億 8,547 万 5 △ 2,506 万 1

公債費 7億 6,825 万 4 781 万 8

消防費 6億 1,279 万 3 1,140 万 7

農林水産業費 1億 2,259 万 5 △ 285万 9

その他

　・議会費 1億 1,355 万 5 203 万 5

　・商工費 4,980 万 9 201 万 4

　・労働費 3,003 万 2 △ 99万 5

　・災害復旧費 0 0

　・諸支出金 8億 4,716 万 5 5億 5,995 万 7

合　　計 104億7,479万5 11億3,427万8

平成24年度の主な事業

町民１人あたりに使われるお金は

　　　　　合計 29万 3,461 円です。

民生費
94,040 円

土木費
38,476 円

総務費
38,299 円

教育費
29,362 円

衛生費
22,006 円

公債費
21,523 円

消防費
１7,168 円

農林水産業費
 3,435 円

その他
29,152 円

平成 25年３月 31日現在の人口　３万 5,694 人で算出

※資本的収支の収入不足は、会計内に積立てられた損益勘定留保資金などで補てんしました。

■特別会計 （単位／千円）

区　分 歳入（Ａ） 歳出（Ｂ） 差し引き（Ａ－Ｂ）
国民健康保険 46億 4,704 万 2 43億 4,890 万 7 2億 9,813 万 5
農業集落排水事業 2,885 万 1 2,553 万 7 331 万 4
介護保険 17億 6,653 万 6 17億 1,466 万 5 5,187 万 1
後期高齢者医療 2億 8,344 万 6 2億 7,687 万 2 657 万 4

■水道事業会計 （単位／千円）

区　分 収入（Ａ） 支出（Ｂ） 差し引き（Ａ－Ｂ）
収益的収支 7億 5,340 万 2 7億  320 万 4 5,019 万 8
資本的収支 6,093 万 5 4億 　60万 8 △ 3億 3,967 万 3

特
別
会
計

　

町
の
会
計
は
、
一
般
会
計
と
特
別

な
財
源
を
特
定
の
支
出
に
あ
て
て
経

理
を
行
う
特
別
会
計
と
に
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
毛
呂
山
町
の
特
別
会
計

は
、
国
民
健
康
保
険
、
農
業
集
落
排

水
事
業
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
の
４
つ
の
特
別
会
計
と
、
企
業

会
計
で
あ
る
水
道
事
業
会
計
と
が
あ

り
ま
す
。

平成 24年度決算報告

住民と行政の協働によるまちづくり
■コミュニティ協議会補助金 181 万円
■広報印刷事業 682 万 9千円
■区運営費補助金 431 万 2千円

健康で安心して暮らせるまちづくり
■児童手当 5 億 1,966 万円
■介護給付費・訓練等給付費
 3 億 8,640 万 3千円
■新保育園建設事業 2 億 5,812 万 3千円

自然と共生した安全で快適なまちづくり
■武州長瀬駅北口周辺地区整備事業
 4 億 1,902 万円
■埼玉西部環境保全組合負担金
 4 億 273万 9千円
■毛呂山越生鳩山公共下水道組合負担金
 4 億 1,760 万 3千円

元気に仕事ができるまちづくり
■農道・用排水路等整備事業
 2,097 万 1千円
■観光事業 1,484 万 1千円
■商工会補助金 754 万円

学びを未来に活かすまちづくり
■川角小学校体育館耐震補強工事 
 1,207 万 5千円
■泉野小学校体育館耐震補強工事
 3,780 万 5千円
■学力向上支援員賃金 2,628 万 6千円

民生費
32.0％

土木費
13.1％

総務費
13.1％

教育費
10.0％

衛生費7.5％

公債費7.3％

消防費5.9％

その他9.9％

農林水産業費 1.2％
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負債の部
　資産を形成するために借り入れ
た資金などで、将来の世代が負担
しなければならないものです。
固定負債　町が借り入れをしてい
る地方債の翌々年度以降の償

しょう

還
かん

予
定額です。退職手当引当金は、年
度末に全職員が普通退職した場合
に支払う退職金の額を負債として
計上しています。
流動負債　地方債のうち翌年度の
償還予定額です。

純資産の部
　資産と負債の差額で、これまで
の世代によりすでに負担されたも
のです。
公共資産等整備国県補助金等　
国・県から受け入れた資金です。
公共資産等整備一般財源等
資産形成に用いた財源のうち、国
県からの資金および地方債以外の
もの。

資産の部
　これまでの行政活動によって形
成された町の経営資源となるもの
です。
公共資産　町役場庁舎や公民館な
どの建物や付属設備、橋や道路の
舗装などの構築物、町の所有して
いる自動車や土地などを行政目的
別に表示しています。土地を除き
施設の耐用年数に応じて減価償却
を行っています。
投資等　川越総合卸売市場への出
資金や、公共施設整備基金などの
特定目的基金と土地開発基金など
です。退職手当組合積立金は、退
職金の支給に備えて町が加入して
いる退職手当組合の資産の持分相
当額です。
流動資産　現金・預金のほか一年
以内に現金化することが可能な基
金と町税などの未収金です。

バランスシートの
用 語 解 説

 財政健全化を判断する４つの指標

平成 19年度決算から財政健全化法に基づき「実質赤字比率」「連結実
質赤字比率」「実質公債費比率」「将来負担比率」の４つの指標の公表が
義務づけられました。毛呂山町の健全化判断比率は、いずれの指標も早
期健全化基準を下回り、健全性を示しています。

経常収支比率は財政構造の弾力性を判断
するための指標で、毎年度経常的に収入
される財源（経常一般財源）のうち、人
件費、扶助費のように毎年度経常的に支
出される経費に充当されたものが占める
割合です。80％を超えると弾力性を失い
つつあると考えられています。

財政力指数は財政力を示す指数として用
います。財政力指数が高いほど自主財源
の割合が高いことを示し、財源に余裕が
あることになります。財政力指数が単年
度で「１」を超える場合には、自立して
財政運営ができることを示し、普通交付
税の不交付団体となります。

実質公債費比率は町の借入金返済額など
にかかる実質的な財政負担の程度を示す
ものです。本町では平成 22 年度に土地
開発公社解散に伴う土地の買戻しを実施
したことにより比率が上昇しましたがそ
の後減少しています。

将来負担比率は借入金の残金など、町が
将来支払わなければならない負担の程度
を示すものです。本町では、平成 22 年
度に武州長瀬駅前北口周辺地区整備事業
の債務負担行為を設定したことなどによ
り、将来負担比率が上昇しました。

■実質赤字比率
標準財政規模に対して、一般会計
などの赤字がどれだけあるかを計
ります。
■連結実質赤字比率
標準財政規模に対して、全ての会
計の赤字がどれだけあるかを計り
ます。
■実質公債費比率
標準財政規模に対して、１年間に
返済する借金がどれだけあるかを
計ります。（18％未満が健全とされ
ますが、県平均は 6.6％）
■将来負担比率
標準財政規模に対して、全ての会
計が将来負担すべき債務がどれだ
けあるかを計ります。（県平均は
41.4％）

※標準財政規模…１年間
に安定して得ることがで
きる収入

（　）内は国の早期健
全化基準、この基準を
下回れば健全

赤字なし
（14.21％）

一般会計などの赤字の
程度は？（実質赤字比率）

赤字なし
（19.21％）

全会計での赤字の程度
は？（連結実質赤字比率）

6.7％
（25.0％）

標準財政規模※に対して
借金返済額の占める割合
は？（実質公債費比率）

58.9％
（350.0％）

標準財政規模に占める
借金残高の割合は？
（将来負担比率）

95%

91%

87%

83%

79%

75%
H20 H21 H22 H23 H24

経常収支比率

0.9

0.8

0.7

0.6
H20 H21 H22 H23 H24

財政力指数

13%

11%

9%

7%

5%
H20 H21 H22 H23 H24

実質公債費比率

100.0%

82.5%

65.0%

47.5%

30.0%
H20 H21 H22 H23 H24

将来負担比率

89.6
89.5

88.9

90.3

88.0

87.2

87.8

83.9

82.7

89.7

86.5

84.6

90.2

87.7

86.0

0.86

0.73

0.72

0.86

0.72

0.83

0.70

0.80

0.67

0.78

0.65

0.64

12.4

9.7

8.0

9.1

11.1

7.5

10.4

8.2

8.1

9.5

7.3

7.2

8.4

6.7

6.6

96.6

78.6

67.1

84.9

72.8

65.3

78.7

73.2

61.0

70.7

64.9

50.3

59.5

58.9

41.4

毛呂山町
県町村平均
県平均

各種財政指標の推移
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　バランスシートというのは、町がどのくらい財産を持っ

ていて、どのくらい借金などがあるかを示す表なんだ。

これで町の財務状態をチェックすることができるんだよ。

学校、施設、道路などの町の資産を「借方」に、それを

作るためのお金を「貸方」に記載するんだ。貸方のうち、

「負債の部」はこれから返すお金、「純資産の部」はすで

に払ったお金のことなんだよ。

　この表から見ると、まずは平成 24 年度の１年以内に

返すお金（流動負債）に対する、１年以内に現金化でき

る資産（流動資産）の割合（流動資産÷流動負債）は約

176.9％だね。これは翌年度支払予定額の約 1.7 倍の流

動資産を持っているということなんだ。さらに、すでに

支払ったお金（純資産）に対する、これから返すお金（負

債）の比率（負債÷純資産）も 30.3％とまだまだ低い方

なんだよ。これは、負債比率といって財政の健全性の観

点から低い方が良いとされているんだ。

　こうしてみると毛呂山町の財政が健全であることがこ

の表から分かるんだね。

町の財政状況はどうなっているんだろう？
もろ丸くんの

資産の部 町全体 町民１人当り
公共資産 429億 5,519 万 3 120 万 4
生活インフラ・国土保全 198億 5,556 万 0 55万 6
教　　育 80億 9,331 万 8 22万 7
福　　祉 11億 7,532 万 9 3万 3
環境衛生 4億 4,928 万 1 1万 3
産業振興 27億 1,714 万 8 7万 6
消　　防 1億 471万 0 3
総　　務 105億 889万 7 29万 5
売却可能資産 5,095 万 0 1

投資等 20億 6,877 万 9 5万 8
投資及び出資金 8億 9,680 万 7 2万 5
投資損失引当金 0 0
貸付金 0 0
基金等 8億 9,911 万 6 2万 5
退職手当目的基金 0 0
その他特定目的基金 5億 7,317 万 4 1万 6
土地開発基金 1億 651万 9 3
その他定額運用基金 200万 0 0
退職手当組合積立金 2億 1,742 万 3 6

長期延滞債権 3億 4,178 万 1 1万 0
回収不能見込額 △6,892 万 5 △ 2

流動資産 12億 9,117 万 6 3万 6
現金預金 11億 9,091 万 4 3万 3
財政調整基金 ７億4,955 万 5 2万 1
減債基金 0 0
歳計現金 4億 4,135 万 9 1万 2

未収金 1億 26万 2 3
地方税 1億 2,702 万 1 4
その他 0 0
回収不能見込額 △2,675 万 9 △ 1
合　　計 463億 1,514 万 8 129 万 8

負債の部 町全体 町民１人当り
固定負債 100億 3,671 万 9 28万 1
地方債 82億 4,615 万 9 23万 1
長期未払金 0 0
物件の購入等 0 0
債務保証又は損失補償 0 0
その他 0 0

退職手当引当金 17億 9,056 万 0 5万 0
損失補償等引当金 0 0

流動負債 7億 2,971 万 0 2万 1
翌年度償還予定地方債 6億 2,135 万 9 1万 8
短期借入金 0 0
未払金 0 0
翌年度支払予定退職手当 0 0
賞与引当金 1億 835万 1 3
歳計外現金 0 0
合　　計 107億 6,642 万 9 30万 2

純資産の部 町全体 町民１人当り
公共資産等整備国県補助金等 52億 7,426 万 6 14万 8
公共資産等整備一般財源等 226億 2,955 万 8 63万 4
その他一般財源等 △6億 773万 5 △ 1万 7
資産評価差額 82億 5,263 万 0 23万 1

合　　計 355億 4,871 万 9 99万 6

負債・純資産合計 463億 1,514 万 8 129 万 8

町全体では
　　資産　 ＝ 　負債　 ＋ 　純資産
 463 億円 108 億円 355 億円 
町民１人当たりでは
　　資産　 ＝ 　負債　 ＋ 　純資産
 129 万 8千円 30 万 2千円 99 万 6千円

平成 24年度のバランスシート

  チェック！

町の資産（土地・現金など） 単位：千円 借方 資産形成に要した資金の調達方法 単位：千円 貸方

バランスシート
資産＝負債 +純資産

資産
（町の財産）

負債
（将来の世代が負担）

純資産
（これまでの世代が
　すでに負担）

＝

バランスシート
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町民の皆さんに町職員の給与などを知っていただき、ご理解を
いただくためにその概略をお知らせします。
問合せ　役場総務課職員係　ｔ（295）2112 内線 316

町職員の給与等の公表

⑨部門別職員数 （各年４月１日現在　単位：人）

区　分
職員数 対前年

増減数平成 24年 平成 25年

一
般
行
政

議 会 3 3
総 務 52 51 △ 1
税 務 19 19
民 生 63 58 △ 5
衛 生 20 21 1
農林水産 7 7
商 工 4 4
土 木 21 21
小 計 189 184 △ 5

特
別
行
政

教 育 38 38
小 計 38 38

公
営
企
業

水 道 13 12 △ 1
そ の 他 12 13 1
小 計 25 25

合　　計 252 247 △ 5

⑩職員の諸手当 （平成 25年４月１日現在）

区　分 支給割合等

期末手当
勤勉手当

平成 24年度支給割合
　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　  6 月期　1.225 月分　0.675 月分
　12月期　1.375 月分　0.675 月分
　　  計　　  2.60 月分　  1.35 月分

退職手当

　　　　　　自己都合　　 勧奨・定年
勤続20年 23.03 月分 28.7875 月分
勤続 25年 32.83 月分 38.9550 月分
勤続 30年 40.67 月分 47.7750 月分
最高限度額 55.86 月分 55.8600 月分

地域手当
給料、扶養手当および管理職手当の合計
額の 3.0％

条件により支
給される手当

扶養手当、住居手当、特殊勤務手当、通勤
手当、時間外勤務手当、管理職手当など

※退職手当については、平成 25年４月５日より調整率が引き下げ
られたため、その率を掲載しています。

■ 勤務時間および休暇の制度の概要
①勤務時間の概要
１週間の
勤務時間

勤務時間の割振り
１日の勤務時間 休憩時間 週休日

38時間 45分 ８時 30分～ 17時 15分 12時～ 13時 土曜日・日曜日

③年次有給休暇および育児休業等の取得状況
年次有給休暇（平成 24年１月１日～ 12月 31日） ・平均取得日数　10.1 日
　　育児休業等（平成 24年度） ・育児休業６人（女性６人）　・育児部分休業２人（女性２人）

■ 職員の分限および懲戒処分の状況（平成24年度）

分限処分 ２人
懲戒処分 ０人

■ 職員の研修および人事評価の状況（平成24年度）

研修の概要 研修人数等

西部五市町共同研修会
彩の国さいたま人づくり広域連合等

延べ 129人

人事評価の概要
　当町では、能力・実績主義の人事管理をめざして、人事評価
を実施しています。所属長が各職員の日ごろの勤務状況などを
評定して、評定結果については適材適所の人員配置ができるよ
うに人事異動などに活用し、職員の昇給にも反映しています。
また、人事評価にあたっては、客観的で納得性の高い評価が行
えるよう、評定者の能力向上のための研修も実施しています。

■職員の服務の状況（平成 24年度）

職務専念義務免除 厚生事業 24件、研修等 35件
営利企業等従事許可 選挙事務従事等 171件

■ 職員の福祉および利益の保護の状況（平成24年度）

健康診断の実施 公務災害認定
207人 ０件

■ 公平委員会の業務の状況
①勤務条件に関する措置の要求の状況
　平成 24 年度は勤務条件に関する措置の要求案件はあ
りませんでした。
②不利益処分に関する不服申立ての状況
　平成 24 年度は不利益処分に関する不服申立ての案件
はありませんでした。

②休暇の種類

・年次有給休暇　・病気休暇
・特別休暇　　　・介護休暇
・組合休暇
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町人事行政の運営などについて
公表します
■ 職員の任免および職員数に関する状況（平成 24年度）
①採用状況　　　　　　　　　　　　　　　　②退職状況

新規採用 再任用 定年退職 勧奨退職 自己都合退職 退職者合計
12人 ０人 ７人 ４人 ４人 15人

■ 一般職員の給与・部門別職員数の状況
①人件費の状況（普通会計決算）

区　分 人　口 歳出額 人件費 人件費比率
平成 24年度 35,694 人 10,474,795 千円 1,862,765 千円 17.8％

②一般職員給与費の状況（平成 25年度予算）

区　分 職員数
給　与　費 １人当たり

給与費給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計
一般会計 236人 876,995 千円 145,259 千円 316,890 千円 1,339,144 千円 5,674 千円
水道事業会計 13人 54,664 千円 9,411 千円 19,677 千円 83,752 千円 6,442 千円

職員手当には、退職手当を含みません。給与費は、当初予算に計上された額です。
※参考（平成 24年度決算）

区　分 職員数
給　与　費 １人当たり

給与費給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計
一般会計 239人 884,915 千円 138,731 千円 318,807 千円 1,342,453 千円 5,616 千円
水道事業会計 13人 54,204 千円 7,335 千円 19,515 千円 81,054 千円 6,235 千円

職員手当には、退職手当を含みません。

③経験年数別・学歴別平均給料月額 （平成 25年４月１日現在）

区　分 10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

一　般
行政職

大学卒 271,600 円 304,700 円 355,800 円
高校卒 242,100 円 265,100 円 309,600 円

⑤ラスパイレス指数
　ラスパイレス指数とは、地方公務員と国家公務員の給与
水準を、国家公務員の職員構成を基準として、一般行政職
における学歴別、経験年数別に平均給与額を比較し、国家
公務員の給与を 100 とした場合の地方公務員の給与水準を
示したものです。
　平成 24年度の当町のラスパイレス指数は 102.4 であり、
県内の 62市町村のなかでは 56位、24町村のなかでは 18
位と、給与水準が低い指数になっています。
※国家公務員の給与は臨時特例法により、減額されており、
その減額後の数値を比較しています。参考値として、減額
前の給与と比較した当町のラスパイレス指数は 94.6 です。

⑦級別職員数 （平成 25年 4月 1日現在）

区分 ― １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

計標準的
な職務
内容　

技能労
務職員 主事補 主　事 主　任 係　長

主　査
副課長
主　幹

参　事
課　長
専門員

職員数 4人 14人 36人 67人 63人 37人 26人 247人

構成比 1.6％ 5.7％ 14.6％ 27.1％ 25.5％ 15.0％ 10.5％ 100％

④平均給料月額と平均年齢 （平成 25年４月１日現在）

区　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 322,660 円 44歳
技能労務職 283,550 円 52歳

⑥初任給 （平成 25年４月１日現在）

一般行政職
大学卒 178,800 円
高校卒 144,500 円

⑧特別職（教育長を含む）の報酬等 （平成 25年４月１日現在）

区　分 給料月額等

給　料
町　長
副町長
教育長

590,000 円（※）
630,000 円
600,000 円

報　酬
議　長
副議長
議　員

318,000 円
260,000 円
244,000 円

期末手当

町　長
副町長
教育長
議　長
副議長
議　員

平成 24年度支給割合
  6 月期　1.875 月分
12月期　2.025 月分
　計　　　3.9 月分

（※）本来の給料月額は 739,000 円ですが、町長自らの公約に
より平成23年7月１日から、条例を制定して減額をしています。

人口は、平成 25 年 4月 1日現在
です。人件費には、特別職に支給
される給料 ･報酬などを含みます。
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わだいの　　　選特
～カメラルポ～

戸大也選手、感動をありがとう！
毛呂山町特別栄誉賞授与式

　９月 24 日、ウィズもろやまで瀬戸大
だ い や

也選手への特別栄誉賞授与式が
行われました。世界水泳選手権での金メダル獲得が町民に希望を与えた
として、その功績を称えての受賞となりました。

よいよの開通！

『武州長瀬駅自由通路竣工式典』

　10 月２日、橋上駅舎に生まれ変わった東武越生
線武州長瀬駅で自由通路の竣工式典が行われ、近隣
の市町長や事業関係者、ゆるキャラたちがお祝いに
かけつけました。

しく学ぼう救命・防災！
『親子救命フェア』

　９月 21 日、総合公園体育館で『親子救命フェア』が
行われました。約 50 人が集まり、AED を用いた心肺
蘇生のタイムを競ったり、住宅用火災警報器の設置をＰ
Ｒした寸劇を観賞したり、楽しい
体験をとおして救命措置を学び
ました。

金色に実った稲穂の収穫

『泉野・川角小学校の稲刈り』

　10 月４日に泉野小学校、７日

に川角小学校の児童が、初夏に

田植えを行った田んぼの稲刈りを

行いました。汗をかきながら鎌で

刈った稲を干し、お米作りのたい

へんさ、お米の大切さを学びまし

た。

黄

楽い

千人の大歓声！
西入間警察署一日署長

３

瀬

　特別栄誉賞授与式を終えた瀬戸選手は西入

間警察署の一日署長となり、ウィズもろやま

から JSS もろやま脇を通り、役場駐車場まで

の約 500 メートルにかけて交通安全パレード

を行いました。沿道には約 3,000 人が集まり、

瀬戸選手へ声援を投げかけました。
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助、共助の心をもって 事故の町を目指して

『災害に強いまちづくり協定調印式』 『交通安全ボランティア』

　９月 18 日、『災害時における応援に関する協定書』の調印式が
行われ、株式会社エフ・イー・ティーシステム、大野消防設備株式
会社が新たに町と協定を結びました。

　９月２日、建設埼玉毛呂山越生支部の皆
さんにより、町内のカーブミラーを清掃す
るボランティア活動が行われました。

自 無

年ぶりの盛り上がり！

と夏の研究、一生の宝物に…

『町民レクリエーション大会』

『毛呂山小・中学校社会科研究展』

　10 月６日、総合公園グラウンドで、町民レクリエーション大会
が開催されました。前日からの
雨で開催が心配されましたが、
午後は一転の晴れ模様。地区ご
とに力を合わせ、おお盛り上が
りの一日となりました。

　９月 14 日～ 10 月６日、

歴史民俗資料館で小・中学

生の自由研究が展示されま

した。10 月５日に行われ

た発表会では、４人の小学

生と３人の中学生が毛呂山

町にまつわる歴史や文化財

についての研究を発表しま

した。

２

ひ

9 広報もろやま  11月１日号



問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
窓
口

　

役
場
高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係

　
ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２
内
線
１
１
９

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口

　

毛
呂
山
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２
内
線
１
５
７
・
１
５
８

　

昔
な
が
ら
の
日
本
の
家
と
い
う
と
茅か

や

葺ぶ

き
屋
根
を
も
つ
民
家
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
見
か

け
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
茅
葺
き
屋
根
の
家
が
建
つ
風
景
は
、

今
も
私
た
ち
に
日
本
の
原
風
景
を
想
い
起

こ
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
屋
根
に
茅
や
麦
カ
ラ
を
葺
き
、
傷

み
を
直
す
職
人
「
屋
根
や
」
が
、
か
つ
て

は
毛
呂
山
町
に
も
多
数
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
ひ
と
り
、
川
角
の
故
清
水
新

作
さ
ん
は
、
15
、
16
歳
だ
っ
た
終
戦
後
の

昭
和
21
年
ご
ろ
か
ら
お
よ
そ
20
年
屋
根
や

の
仕
事
に
携
わ
っ
た
職
人
で
す
。

　

屋
根
葺
き
は
、
最
初
に
屋
根
の
傾け
い
し
ゃ斜

を

見
な
が
ら
麦
カ
ラ
を
葺
い
て
い
き
、
細
長

い
ヒ
ノ
キ
の
棒
に
台
形
状
の
ケ
ヤ
キ
の
板

を
付
け
た
「
コ
テ
」
と
呼
ば
れ
る
道
具
で
、

膨ふ
く

ら
ん
だ
と
こ
ろ
を
叩た

た

い
た
り
、
押
し
た

り
し
て
形
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

最
後
に
剪せ
ん
て
い定
鋏ば

さ
みに
似
た
「
ヤ
ネ
バ
サ
ミ
」

で
は
み
出
た
部
分
を
き
れ
い
に
刈
り
揃
え

ま
す
。
屋
根
葺
き
は
主
に
冬
場
の
仕
事
で
、

１
回
の
修
理
で
２
〜
６
人
ほ
ど
の
職
人
た

ち
で
仕
事
を
し
ま
し
た
。

　

仕
事
を
し
て
い
た
当
時
、
清
水
さ
ん
が

葺
い
て
い
た
の
は
、
麦
カ
ラ
を
葺
く
家
ば

か
り
で
、
茅
を
葺
く
家
は
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
た
め
、
麦
の
刈
り
入
れ
時
期

の
天
候
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
乾
燥
し
黄

色
く
な
っ
た
麦
を
集
め
て
も
ら
い
、
屋
根

用
の
麦
カ
ラ
に
用
い
ま
し
た
。
ま
た
請
け

負
う
仕
事
は
、
屋
根
ひ
と
ま
わ
り
全
て
を

葺
き
替
え
る
「
ソ
ー
ド
ッ
カ
エ
」
と
呼
ば

れ
る
仕
事
は
な
く
、「
今
年
は
オ
モ
テ
を

直
し
て
く
れ
」
や
「
西
側
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
い
っ
た
、
傷
ん
だ
部
分
を
直
す
依

頼
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

毛
呂
山
で
新
し
い
家
が
次
々
と
立
ち
並

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
40
年
代
、
家
の
形

が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
、
麦
カ
ラ
な
ど

の
草
葺
き
屋
根
は
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し

た
。
清
水
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
屋
根

や
の
職
人
た
ち
も
こ
の
時
期
に
廃
業
し
て

し
ま
い
、
今
日
毛
呂
山
で
そ
の
職
人
技
を

目
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
古
い
日
本
家
屋
の
価
値
が
見

直
さ
れ
て
き
て
い
る
現
在
、
文
化
財
と
し

て
保
存
さ
れ
て
い
る
古
民
家
の
修
復
や
維

持
に
は
、

今
も「
屋

根
や
」の

技
術
が

必
要
と

さ
れ
て

い
ま
す
。

文化財シリーズ 235

「屋根や」の思い出
～原風景と職人～
毛呂山の職人④

要
介
護
認
定

介
護
保
険
シ
リ
ー
ズ
③

　

介
護
保
険
を
利
用
す
る
と
き
は
、
ま
ず
町
が

行
う
「
要
介
護
認
定
」
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
要
介
護
認
定
と
は
、
ど
れ
く
ら
い
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
な
ど
を
判
断
す
る
た
め
の

審
査
で
す
。

申　

請

　

申
請
の
窓
口
は
高
齢
者
支
援
課
で
す
。
申
請
は

本
人
の
ほ
か
家
族
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
※
１
）

に
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
申
請

に
は
、
申
請
書
（
主
治
医
の
氏
名
・
医
療
機
関

名
・
所
在
地
・
電
話
番
号
の
記
入
欄
が
あ
り
ま
す
）

と
介
護
保
険
証
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

認　

定

訪
問
調
査　

町
調
査
員
な
ど
が
自
宅
を
訪
問
し
、

心
身
の
状
況
や
日
中
の
生
活
、
家
族
・
居
住

環
境
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い

ま
す
。

主
治
医
の
意
見
書　

町
は
申
請
書
に
記
載
さ
れ

た
主
治
医
に
意
見
書
作
成
を
依
頼
し
ま
す
。

審
査
判
定　

訪
問
調
査
票
と
主
治
医
意
見
書
な

ど
の
資
料
を
基
に
し
て
、
介
護
認
定
審
査
会

（
※
２
）
で
介
護
の
必
要
性
の
有
無
お
よ
び
度

合
い
を
判
定
し
ま
す
。

結　

果

　

結
果
通
知
は
申
請
か
ら
原
則
30
日
以
内
に
届

き
ま
す
。

介護保険 高齢者の暮らしを社会
みんなで支える仕組み

※
１　

介
護
支
援
専
門
員
と
も
呼
ば
れ
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
に
所
属
し
て
い
る
介

護
の
専
門
家
で
す
。

※
２　

介
護
認
定
審
査
会
は
、
毛
呂
山
町
・

越
生
町
・
鳩
山
町
の
保
健
、
医
療
、
福
祉

の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、１
グ
ル
ー

プ
５
人
で
審
査
判
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利用できるサービス

軽
度

重
度

介護保険以外の様ざまなサービスが利用できます。
地域支援事業

介護予防を目的として、ヘルパー派遣、デイサー
ビス、ショートステイなどの在宅サービスが利
用できます。

ヘルパー派遣、デイサービス、ショートステイ
などの在宅サービスに加えて、施設サービスが
利用できます。

介護予防サービス

介護サービス

要介護度

非該当

要支援１
要支援２

要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５

屋根にのぼって仕事中の
故清水新作さん
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木
村　

真
巳　

さ
ん
（
毛
呂
本
郷
）

ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
を
笑
顔
に
し
た
い

キ

ラリ
輝いてます！

自
覚
を
胸
に
秘
め
、
プ
ロ
と
し
て
歩
み
始
め
た
ス
タ
イ
リ
ス
ト

ん
で
く
れ
た
こ
と
が
一
番
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
い
た
だ
い
た
賞
状
は
、
会
社
の
ご
好

意
で
お
店
に
飾
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ん

で
す
」
と
少
し
照
れ
な
が
ら
話
す
。

■
ス
タ
イ
リ
ス
ト
と
し
て

　
「
着
付
け
が
好
き
で
始
め
た
こ
の
仕
事

で
し
た
が
、
勤
め
は
じ
め
は
う
ま
く
で
き

な
く
て
挫
折
の
連
続
で
し
た
。
で
も
、
周

り
の
人
の
支
え
が
あ
っ
て
、
乗
り
越
え
て

こ
ら
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」
と
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
。
日
々
の
努
力
が
実

り
、最
近
プ
ロ
の
ス
タ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
、

会
社
か
ら
認
め
ら
れ
た
。「
プ
ロ
と
し
て

仕
事
を
す
る
以
上
一
日
で
も
早
く
お
客
さ

ま
に
認
め
ら
れ
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人

に
笑
顔
で
お
帰
り
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ス

タ
イ
リ
ス
ト
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。

　
『
人
を
笑
顔
に
し
た
い
』
と
い
う
想
い
。

そ
の
想
い
が
父
か
ら
娘
へ
し
っ
か
り
と
受

け
継
が
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

ろ
毛
呂
本
郷
の
夏
祭
り
行
く
と
き
に
母
に

浴
衣
を
着
付
け
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。
着

物
や
浴
衣
は
特
別
な
と
き
に
し
か
着
る
機

会
が
な
い
の
で
、
着
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
と

て
も
好
き
で
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

■
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

　

今
年
の
７
月
、
真
巳
さ
ん
は
全
日
本
婚

礼
美
容
家
協
会
主
催
の
和
装
ト
ー
タ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
に
初
出
場
し
た
。
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
90
分
で
振
袖
、
ヘ
ア
ー
、
メ

イ
ク
の
正
確
さ
と
美
し
さ
を
競
う
コ
ン
テ

ス
ト
で
あ
る
。
真
巳
さ
ん
は
、
そ
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。「
練
習

を
始
め
た
こ
ろ
は
、
本
当
に
失
敗
ば
か
り

で
し
た
。
で
も
先
輩
方
に
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
た
だ
き
、
何
度
も
何
度
も
練
習
を
繰

り
返
し
た
こ
と
で
少
し
ず
つ
自
信
が
つ
い

て
い
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
最
優

秀
賞
を
受
賞
す
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ

ん
で
し
た
。
多
く
の
人
に
お
祝
い
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
母
が
す
ご
く
喜

■
実
家
は
理
髪
店

　
「
今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

丁て
い
ね
い寧

な
言
葉
遣
い
で
迎
え
て
く
れ
た
木
村

真
巳
さ
ん
。
素
敵
な
笑
顔
が
と
て
も
印
象

的
に
感
じ
た
。「
実
家
が
お
店
を
し
て
い

る
の
で
、
昔
か
ら
あ
ま
り
人
見
知
り
を
し

な
い
ん
で
す
」
と
話
す
真
巳
さ
ん
の
実
家

は
、
毛
呂
本
郷
で
古
く
か
ら
理
髪
店
を
営

ん
で
い
る
。
現
在
、
二
代
目
を
務
め
る
利

男
さ
ん
は
、
真
巳
さ
ん
の
父
親
で
あ
る
。

「
両
親
の
後
ろ
姿
を
見
て
育
っ
た
の
で
、

自
然
と
今
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
お
店
に
来
て
く

れ
た
お
客
さ
ん
が
、
笑
顔
で
帰
る
姿
が
子

ど
も
心
に
強
く
印
象
に
残
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

■
そ
し
て
、
美
容
師
へ

　

両
親
は
理
髪
師
で
あ
る
の
に
対
し
、
美

容
師
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
真
巳
さ
ん

は
「
小
学
生
く
ら
い
の
こ
ろ
か
ら
、
着
付

け
や
メ
イ
ク
、
ネ
イ
ル
な
ど
ト
ー
タ
ル
に

で
き
る
美
容
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
」
と
言
う
。
そ
の
理
由
の
一
つ

と
し
て
着
物
の
着
付
け
に
対
す
る
魅
力
に

惹ひ

か
れ
た
か
ら
だ
と
話
す
。「
小
さ
い
こ

KimuraMami

木村　真巳　さん
（きむら　まみ）

Stylist
職業：美容師
年齢：24歳
　美容専門学校を卒業後、町
内の美容室に勤務。最近、社
内試験に合格し、プロのスタ
イリストとしての第一歩を歩
み始めたばかりである。

コンクールで受賞したときの木村さん

11 広報もろやま  11月１日号



タウンミーティングを
行います

タウンミーティング実施の流れ

Moroyama  Town  Meeting　　

　町長が町民の皆さんと直接対話をすることで、よ

りよいコミュニケーションの確保と信頼関係を構築

し、町民の声を町政に活かすとともに、町民との協

働によるまちづくりの推進に資することを目的にタ

ウンミーティング（対話集会）を行います。

　各地区に町長がうかがい、参加者との意見交換を

行います。行政区単位で申し込むことにより実施し

ますが、おおむね 10人以上の参加をお願いします。

※タウンミーティングは全地区を対象に、月２回程

度の実施とします。なお、各地区の実施は年１回と

します。

●テーマ
　①共通テーマ

　まちづくり全般について、意見交換を行います。

特に協働のまちづくりをめざして、町民の皆さんが

自ら進んで課題を解決するための、主体的な取組な

どについて、ご提言いただきたいと思います。

　②地域テーマ

　地域の実情によって問題となっている事項につい

て、意見交換を行います。

●日時・場所
　開催時間は、午前９時から午後９時までの間で

90分以内の対話とします（土日の開催も可能）。開

催場所は各地区の集会所で行います。

●申込方法
　希望する日の１か月前までに秘書広報課に区長を

とおして申込みをお願いします。希望日時と町長ス

ケジュールを調整のうえ、実施の可否を決定します。

『あなたと町長が語り合う対話集会』

タウンミーティングをタウンミーティングを
行います行います

皆さんの声をお聞かせくださ
い

○地区で懇談テーマを設定

○希望日の１か月前に申込書を秘書広報課に提出

○実施の可否を代表者に連絡

○集会所など、開催場所の確保

○タウンミーティングの実施

【お願い】
　対話の内容が、目的に反すると判断した場合は、

開催することができません。また、建設的な意見を

うかがう場であり、特定の個人・団体を誹
ひ ぼ う

謗中
ちゅうしょう

傷す

るものや、個別の要望などをお聞きする場ではあり

ませんので、逸
いつだつ

脱した内容の発言については制限す

ることがあります。

問合せ
　役場秘書広報課広報広聴係ｔ（295）2112 内線

330・332
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我
が
家
で
は

　

中
学
・
高
校
と
子
ど
も
心
に
納
得
が
い

か
な
か
っ
た
事
の
一
つ
に
、
女
子
が
家
庭

科
の
授
業
の
時
、
男
子
が
体
育
や
技
術
の

時
間
だ
っ
た
こ
と
。
い
つ
も
う
ら
や
ま
し

か
っ
た
。
い
い
な
ぁ
男
子
。

　

世
の
中
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
男
女
平
等
と

い
う
動
き
の
中
、
平
成
育
ち
の
我
が
家
の

子
ど
も
た
ち
は
小
・
中
・
高
と
男
女
一
緒

に
家
庭
科
を
学
ん
で
き
た
。
家
庭
の
中
で

問
い
合
わ
せ

　
　

役
場
総
務
課
自
治
振
興
係

　
　

ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２
内
線
３
１
２

男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
！

毛
呂
山
町
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議

毛
呂
山
町
で
は
、
６
人
の
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
と
と
も
に
男
女
共
同

参
画
社
会
の
推
進
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

は
と
い
う
と
家

事
を
頼
む
の
は

や
っ
ぱ
り
娘
、

時
々
息
子
に
頼

む
時
は
な
ぜ
か

な
ぜ
か
後
ろ
め

た
い
。
矛
盾
と

思
い
な
が
ら
も

心
の
ど
こ
か
に

家
事
は
女
性
の

仕
事
、
母
も
そ

う
だ
っ
た
し
私
も
そ
う
し
て
い
る
よ
う
に

と
。
男
女
共
同
参
画
も
世
の
中
の
流
れ
も

頭
で
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
な
の
に
そ
れ

と
は
別
の
感
覚
的
な
も
の
が
根
付
い
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

成
人
し
た
子
ど
も
た
ち
が
今
後
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
で
ど
の
よ
う
な
家
事
へ
の
考
え

方
、
ど
の
よ
う
な
男
女
共
同
参
画
が
な
さ

れ
て
い
く
の
か
昭
和
育
ち
の
母
は
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
る
。

体
育
大
好
き
母

子
育
て
に
関
す
る

　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
を
思
っ
て

　

作
家
、
吉
川
英
治
の
言
葉
に｢

我
以
外

　

皆
我
師
匠
（
わ
れ
い
が
い　

み
な
わ
が

し
）｣

と
い
う
の
が
あ
る
。

　

子
ど
も
は
、
そ
の
動
き
・
言
葉
の
一
つ

が
我
々
を
楽
し
ま
せ
和
ま
せ
て
く
れ
る

し
、
素
直
さ
を
学
ぶ
こ
と
に
も
な
る
か
も

し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を

受
け
ら
れ
る
の
は｢

子
ど
も
と
の
関
係
を

持
つ｣

こ
と
が
前
提
に
は
あ
る
。
個
々
人

の
条
件
が
異
な
る
の
で
家
庭
内
で
話
し
合

い
、
お
互
い
に
で
き
る
条
件
を
確
認
し
、

無
理
の
な
い
積
極
的
な
家
事
・
育
児
に
各

人
が
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
結

果
と
し
て
日
常
的
に
子
ど
も
の
目
に
映

り
、
必
然
的
に
子
育
て
の
中
で
の
教
育
効

男
女
共
同
参
画
（
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
）

　
毛
呂
山
町
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推

進
を
図
る
た
め
、
毎
年
テ
ー
マ
を
定
め
、
共
同
参
画
の
普
及
啓
発
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、「
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
な
か
、
日
ご
ろ
、
推
進
委
員
が
、
子
育
て
に
関
し
て
感
じ
た
こ

と
、
経
験
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

果
に
も
な
っ
て
い
く
。

　

近
年
は
、
若
年
性
認
知
症
と
い
う
言
葉

も
聞
く
。

　

認
知
症
予
防
に
は｢

調
理｣

が
良
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。男
性
も
積
極
的
に
家
事
・

育
児
に
参
加
し
、
子
ど
も
と
の
良
好
な
関

係
を
維
持
す
る
と
共
に
、
自
分
ら
し
さ
を

将
来
に
わ
た
り
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
た
い
も
の
だ
！

Ｓ
・
Ｓ
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休日納税相談窓口　11月24日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

毎月末の日曜日は納税相談・
納入窓口を開設しています

休日納入窓口　　　11月24日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
内容　保険料の納入、口座振替の申込み
（通帳と銀行届出印が必要）、納入相談
場・問　高齢者支援課保険料係
　　　　ｔ内線１５８・１５９

税金

・後期高齢者医療保険料
介護保険料

電子申請用ＱＲコード

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

募
集
団
地
名　

上
宿
団
地

募
集
戸
数　

１
戸
（
２
階
）

家
賃　

１
万
９
６
０
０
円
〜
５
万

５
６
０
０
円

住
所　

毛
呂
本
郷
２
５
４
―
２

受
付
期
間　

11
月
11
日
月
〜
25
日

月
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

受
付
場
所　

役
場
管
財
課
財
産
管

理
係
（
庁
舎
５
階
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時

必
要
書
類　

入
居
資
格
な
ど
、
詳

細
は
役
場
管
財
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
管
財
課
財
産
管
理
係
ｔ

内
線
５
４
３

　

県
や
市
町
村
の
各
種
統
計
、
行

政
機
関
一
覧
、
鉄
道
マ
ッ
プ
、
生

活
情
報
な
ど
埼
玉
に
関
す
る
便
利

な
情
報
を
豊
富
に
掲
載
し
て
い
る

県
民
手
帳
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
期
間　

12
月
20
日
金
ま
で

価
格　

５
０
０
円
（
税
込
み
）

サ
イ
ズ　

14
×
8.5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

種
類　

黒
（
月
間
予
定
表
部
分
横

罫
式
）、グ
レ
イ
ッ
シ
ュ
ブ
ル
ー

（
月
間
予
定
表
部
分
升
目
式
）

販
売
場
所
・
問　

役
場
企
画
財
政

課
企
画
係
ｔ
内
線
３
２
３

　

国
土
交
通
省
で
は
、12
月
１
日
、

「
平
成
25
年
住
生
活
総
合
調
査
」

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
約
９
万
２

０
０
０
世
帯
が
対
象
で
あ
り
、
10

月
に
実
施
さ
れ
た
「
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
」
の
対
象
世
帯
か
ら
抽

出
し
ま
す
。

　

居
住
環
境
を
含
め
た
住
生
活
全

般
に
関
す
る
実
態
や
居
住
者
の
意

向
・
満
足
度
な
ど
を
総
合
的
に
調

査
し
ま
す
。
11
月
21
日
木
か
ら
12

月
10
日
火
ま
で
の
間
、
統
計
調
査

員
証
を
持
っ
た
調
査
員
が
、
対
象

と
な
っ
た
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
都

市
計
画
係
ｔ
内
線
１
４
３

　

毛
呂
山
・
越
生
都
市
計
画
の
変

更
に
あ
た
り
、
都
市
計
画
法
第
17

条
に
基
づ
く
都
市
計
画
案
の
縦
覧

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
都
市
計
画
案
の
縦
覧

縦
覧
内
容　
「
毛
呂
山
・
越
生
都

市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及

び
保
全
の
方
針
」
お
よ
び
「
毛

呂
山
・
越
生
都
市
計
画
区
域
区

分
」
の
変
更
案
（
埼
玉
県
決
定
）

縦
覧
期
間　

11
月
22
日
金
〜
12
月

６
日
金
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所　

毛
呂
山
町
役
場
ま
ち

づ
く
り
整
備
課
、
越
生
町
役
場
ま

ち
づ
く
り
整
備
課
、
鳩
山
町
役
場

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
埼
玉
県
都

市
計
画
課
、
埼
玉
県
飯
能
県
土

整
備
事
務
所
、
埼
玉
県
東
松
山

県
土
整
備
事
務
所
（
案
に
つ
い
て

は
、
埼
玉
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
ｈhttp://w

w
w
.

p
re
f.sa

ita
m
a
.lg
.jp
/site

/

知
ら

お

せ

町
営
住
宅
へ
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

平
成
26
年
版
埼
玉
県
民
手

帳
を
販
売
し
て
い
ま
す

「
住
生
活
総
合
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

■図書館 ｔ (295)1015
■中央公民館 ｔ (294)1250
■東公民館 ｔ (295)2277
■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282
 ｆ (295)8297
■総合公園体育館 ｔ (294)7179
■ウィズもろやま、社会福祉協議会
 ｔ (295)3111
 ｆ (295)7258
■保健センター ｔ (294)5511

日 ･････ 日　時　　　場 ･････ 場　所
定 ･････ 定　員　　　対 ･････ 対象者
料 ･････ 料金・費用
申 ･････ 申込み　　　問 ･････ 問い合わせ先
ｔ ･････ 電話番号　　ｆ ･････ ファクス番号
ｅ ･････ 電子メールアドレス
ｈ ･････ ホームページアドレス

公共施設電話案内

INFORMATION

インフォメーション

都
市
計
画
案
の
縦
覧
に
つ
い
て
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要
な
経
費
を
賄

ま
か
な

う
財
源
が「
税
金
」

で
す
。
こ
の
機
会
に
「
税
金
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問　

川
越
税
務
署
ｔ
２
３
５
―
９

４
１
１

　

荒
川
上
流
河
川
事
務
所
で
は
、

荒
川
な
ど
の
管
理
し
て
い
る
堤
防

の
刈
草
か
ら
作
っ
た
堆
肥
を
配
布

し
ま
す
。
た
だ
し
、
販
売
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
る
人
に
は
配
布
で

き
ま
せ
ん
。

応
募
期
間　

12
月
13
日
金
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に
よ
り

応
募（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

配
布
量　

１
人
当
た
り
最
大
１
５

０
キ
ロ
グ
ラ
ム

配
布
方
法　

応
募
者
が
各
自
、
袋

を
持
参
し
、
袋
詰
め
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

配
布
期
間　

平
成
26
年
１
月
27
日

月
〜
２
月
８
日
土
（
予
定
。
２

月
１
日
お
よ
び
２
日
を
除
く
）

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ｈ

h
ttp
://w

w
w
.ktr.m

lit.g
o
.jp
/

a
ra
jo
/

）
ま
た
は
事
務
所
、
出
張

所
、
市
町
村
に
置
か
れ
て
い
る
応

募
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　

荒
川
上
流
河
川
事
務
所
ｔ
２

４
６
―
１
０
３
１

内
で
補
助
す
る
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震

改
修
工
事
を
お
考
え
の
人
は
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
こ
の
補
助
制
度
の
利
用

に
あ
た
っ
て
は
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
開

発
建
築
係
ｔ
内
線
１
４
４
・
１

４
５

　

平
成
25
年
中
に
納
め
た
国
民
年

金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
も
、
実
際
に
納

付
し
た
人
が
そ
の
保
険
料
を
申
告

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
末
調

整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金
保
険

料
を
申
告
す
る
場
合
に
は
、
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
が
必

要
で
す
。

◆
控
除
証
明
書
の
送
付
時
期

　

平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
に
納
付
が
あ
っ
た
人
は

11
月
上
旬
に
、
10
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
初
め
て
納
付
し
た

人
は
、
平
成
26
年
２
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

※
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付

to
shikeikakuno

sintyo
ku/

）

◆
案
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出

対　

毛
呂
山
町
、
越
生
町
お
よ
び
鳩

山
町
の
住
民
お
よ
び
利
害
関
係
人

提
出
方
法　

持
参
、
郵
送
ま
た
は

埼
玉
県
電
子
申
請
届
出
サ
ー
ビ

ス
（
電
子
申
請
届
出
サ
ー
ビ
ス

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県

都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
）

提
出
期
限　

12
月
６
日
金
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
期
日
必
着
）

提
出
先　

毛
呂
山
町
ま
ち
づ
く
り

整
備
課
（
〒
３
５
０
―
０
４
９

３
）
埼
玉
県
都
市
計
画
課
（
〒

３
３
０
―
９
３
０
１
）

問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ｔ

内
線
１
４
３
、
埼
玉
県
都
市
計

画
課
ｔ
０
４
８
―
８
３
０
―
５

３
４
１

　

地
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
な
ど

の
被
害
を
防
ぎ
、
安
全
な
住
宅
の

整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
は
５
万

円
（
費
用
の
２
分
の
１
が
上
限
）、

耐
震
診
断
を
行
っ
た
結
果
、
補
強

が
必
要
と
な
っ
た
住
宅
の
耐
震
改

修
工
事
に
は
20
万
円
（
費
用
の
２

分
の
１
が
上
限
）
を
予
算
の
範
囲

さ
れ
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

問　

日
本
年
金
機
構
控
除
証
明
書

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ｔ
０
５
７
０
―

０
７
０
―
１
１
７
（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）、
０
５
０
か
ら
始
ま
る

電
話
ま
た
は
０
７
０
―
５
＊
＊

＊
・
０
７
０
―
６
＊
＊
＊
で
始

ま
る
電
話
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）
で
お
か

け
に
な
る
場
合
は
、
０
３
―

６
７
０
０
―
１
１
３
０
）
11
月

１
日
金
〜
平
成
26
年
３
月
14
日

金
ま
で
（
月
曜
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
７
時
、
火
曜
日
〜
金

曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
、
第
２
土
曜
日
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
）

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
火

曜
日
に
午
後
７
時
ま
で
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

※
祝
日
お
よ
び
平
成
25
年
12
月
29

日
〜
平
成
26
年
１
月
３
日
は
除
く

　

11
月
11
日
月
〜
17
日
日
は
、「
税

を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
税
の
役
割
と
税
務
署

の
仕
事
」
で
す
。

　

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
国
民

の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、
様
ざ
ま
な
行
政
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
活
動
の
た
め
に
必

荒
川
緑り
ょ
く
ひ肥

を
無
償
で
配
布

し
ま
す

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
は
、

国
民
年
金
保
険
料
も
忘
れ
ず
に
!!

耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事

の
補
助
金
交
付
制
度
の
お
知
ら
せ

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

「
税
を
考
え
る
週
間
」
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時
〜
９
時
ご
ろ

内
容　

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
届
け
訪
問

応
募
資
格　

町
内
在
住
で
未
就
学

児
の
い
る
家
庭

訪
問
件
数　

50
家
庭
（
先
着
順
）

※
レ
デ
ィ
ー
ス
サ
ン
タ
役
の
女
性

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
・
問　

11
月
11
日
月
か
ら
29
日

　

金
午
後
５
時
ま
で
に
、
毛
呂
山

　

町
商
工
会
ｔ
２
９
４
―
１
５
４

　

５
に
申
込
み

　

高
齢
運
転
者
再
教
育
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
運
転
技
術

や
運
転
マ
ナ
ー
を
再
確
認
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
な
お
、
高
齢
者
講
習

制
度
（
70
歳
以
上
の
免
許
更
新
時

で
の
講
習
）
と
は
異
な
り
ま
す
。

日　

11
月
13
日
水
、
27
日
水
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分
（
※
午

後
１
時
15
分
ま
で
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
）

場　

お
ご
せ
自
動
車
学
校

対　

65
歳
以
上
の
人

定　

お
お
む
ね
５
人
〜
10
人

持
ち
物　

運
転
免
許
証

料　

無
料

申
・
問　

実
施
日
の
７
日
前
ま
で

に
、
役
場
生
活
環
境
課
交
通
防

犯
係
ｔ
内
線
２
１
３
に
申
込
み

（
電
話
可
）

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
教
え
て

も
ら
お
う
！

日　

12
月
14
日
土
午
後
１
時
〜
３
時

場　

東
公
民
館

内
容　

昔
の
遊
び
（
ベ
ー
ゴ
マ
・

メ
ン
コ
・
竹
馬
・
紙
飛
行
機
な

ど
）

※
事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
当
日
、
東
公
民
館
へ
直
接

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問　

東
公
民
館
ｔ
２
９
５
―
２
２

７
７

　

最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

た
毛
呂
山
町
の
自
然
・
文
化
・
歴

史
を
『
新
毛
呂
山
町
史
』
か
ら
解

き
明
か
し
ま
す
。
全
４
回
の
講
座

で
す
が
、募
集
は
毎
回
行
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
１
回　
「
滝
ノ
入
の
仏
像
」

日　

11
月
24
日
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

講
師　

歴
史
民
俗
資
料
館
職
員

『
解
読
　
毛
呂
山
の
歴
史
』

参
加
者
募
集

定　

先
着
40
人

※
『
新
毛
呂
山
町
史
』
を
お
持
ち

の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

共
催　

毛
呂
山
郷
土
史
研
究
会
、

町
史
研
究
会

申
・
問　

11
月
23
日
土
ま
で
に
歴

史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５
ー
８

２
８
２
に
申
込
み

　

小
さ
い
子
か
ら
楽
し
め
る
人
形

劇
で
す
♪

日　

11
月
17
日
日
午
後
２
時
〜
３
時

内
容　
「
こ
ん
ぺ
い
と
う
」、「
お

ば
け
の
が
っ
こ
う
に
き
て
く
だ

さ
い
」
ほ
か

対　

ど
な
た
で
も

定　

先
着
80
人

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

※
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　

図
書
館
ｔ
２
９
５
ー
１
０
１
５

　

お
子
さ
ん
が
小
さ
い
と
ゆ
っ
く

り
音
楽
を
楽
し
む
時
間
も
限
ら
れ

て
し
ま
い
ま
せ
ん
か
。
今
回
、
大

人
も
お
子
さ
ん
も
楽
し
め
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。
元
気

な
お
子
さ
ん
大
歓
迎
で
す
。

日　

12
月
11
日
水
午
前
11
時
〜
11

時
40
分
（
午
前
10
時
30
分
開
場

予
定
）

※
途
中
の
入
退
室
自
由
で
す

場　

東
公
民
館
め
じ
ろ
ホ
ー
ル

演
奏
者　

マ
ザ
ー
ズ
バ
ン
ド
ｖ
ｉ

ｖ
ｏ
（
鶴
ヶ
島
市
）

料　

無
料

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。

問　

社
会
福
祉
協
議
会
ｔ
２
９
５

―
３
１
１
１

〜
あ
な
た
の
家
に

　
　
　

サ
ン
タ
が
や
っ
て
く
る
〜

　

商
工
会
青
年
部
員
が
、
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
に
扮ふ
ん

し
て
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ブ
に
家
庭
を
訪
問
し
、
お
子
さ
ん
に

夢
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
ま
す
。

訪
問
日
時　

12
月
24
日
火
午
後
７

『
人
形
劇
団
オ
ッ
ペ
』

　
　
　
秋
の
特
別
公
演

商
工
会
青
年
部
の
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ベ
ン
ト

『
よ
く
泣
く
あ
か
ち
ゃ
ん
　
げ

ん
き
な
ち
び
っ
こ
あ
つ
ま
れ

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
』

ふ
れ
あ
い
東
公
民
館
〜
昔
の

遊
び
を
や
っ
て
み
よ
う
〜

『
シ
ル
バ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
・

ド
ッ
ク
』

参
加

ご

を

「解読　毛呂山の歴史」全日程

期　日 内　容（予定）

第１回 11月 24日日 滝ノ入の仏像

第２回 12月 15日日 毛呂山の石造物

第３回 平成 26年
１月 26日日 毛呂山の鍾

しょうにゅうどう

乳洞　あざ穴

第４回 平成 26年
２月 16日日 毛呂山町歴史年表を紐解く
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号
・
氏
名
・
種
目
・
男
女
別
を

記
入（
形
式
は
特
に
な
し
。チ
ー

ム
で
申
込
む
場
合
は
実
力
順
で

記
入
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
▽
住

所
・
電
話
番
号
・
氏
名
・
種

目
・
男
女
別
を
記
入
し
て
左
記

へ(

形
式
は
特
に
な
し)

、
電

話
の
場
合
▽
住
所
・
電
話
番
号
・

氏
名
・
種
目
・
男
女
別
を
左
記

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

11
月
22
日
金
ま
で
に
卓

　

球
連
盟
松
田(

〒
３
５
０
―
０

　

４
６
５
毛
呂
山
町
岩
井
西
１

―
17
―
６)

ｔ
・
ｆ
２
９
５
―

０
６
２
４
に
申
込
み

日　

12
月
１
日
日
午
前
９
時
開
会

場　

総
合
公
園
体
育
館

種
目　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
一
般
・

シ
ニ
ア
）、女
子
ダ
ブ
ル
ス
（
一

般
・
シ
ニ
ア
）、
混
合
ダ
ブ
ル

ス
（
男
女
の
試
合
終
了
後
、
希

望
者
間
の
抽
選
に
て
実
施
）

※
シ
ニ
ア
は
２
人
の
年
齢
合
計
が

１
１
０
歳
以
上
。
ま
た
、
出
場
者

数
に
よ
り
一
般
と
シ
ニ
ア
の
区
別

を
な
く
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

試
合
方
法　

リ
ー
グ
戦
を
行
い
上

位
グ
ル
ー
プ
、
下
位
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
11
本
５
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
（
使

用
球
▽
硬
式
40
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

白
ボ
ー
ル
）

※
た
だ
し
、
出
場
者
数
に
よ
り
変

更
も
あ
り
ま
す
。

料　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円
（
試

合
当
日
に
集
金
。
当
日
棄
権
の

場
合
で
も
後
日
参
加
費
を
納
入

し
て
く
だ
さ
い
）

参
加
資
格　

町
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
ま
た
は
毛
呂
山
町
卓

球
連
盟
に
加
盟
の
人
（
審
判
が

で
き
る
こ
と
）

申
込
方
法　

郵
送
の
場
合
▽
封
筒

に
「
卓
球
試
合
申
込
み
」
を
表

記
し
、
用
紙
に
住
所
・
電
話
番

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

町
民
卓
球
大
会
（
ダ
ブ
ル

ス
）
の
お
知
ら
せ

日　時　平成26年１月12日（日）
　　　　受付：午後０時 30分から
　　　　開会：午後１時 30分
場　所　毛呂山町中央公民館
　　　　　（毛呂山中学校卒業生）
　　　　毛呂山町東公民館
　　　　　（川角中学校卒業生）
※上記以外の対象者は、最寄りの会場へお越
しください。
対　象　平成５年４月２日から平成６年４月
１日までに生ま
れた人（対象者
には、11月中旬
ごろ案内状をお
送りします）

問　教育委員会生涯学習課学習支援係
　　ｔ（295）2112 内線 521・522

第 58回　毛呂山町成人のつどい 日　

11
月
23
日
祝
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時

場　

川
島
町
平
成
の
森
公
園
（
川

島
町
大
字
下
八
ツ
林
９
２
０
）

問　

川
島
町
農
業
商
工
祭
運
営
委

員
会
事
務
局
ｔ
２
９
９
―
１
７

６
０

〜
さ
ら
な
る
魅
力
再
発
見
〜

日　

11
月
９
日
土
、
10
日
日
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
10
日

は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場　

坂
戸
市
民
総
合
運
動
公
園
内

（
坂
戸
市
石
井
１
５
５
０
）

問　

さ
か
ど
産
業
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
坂
戸
市
商
工
会
内
）
ｔ

２
８
２
―
１
３
３
１

日　

12
月
15
日
日
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
２
時
（
雨
天
決
行
・
売

切
れ
次
第
終
了
）

場　

越
生
町
自
然
休
養
村
セ
ン
タ

ー
駐
車
場
（
越
生
町
大
字
小
杉

３
０
８
―
１
）

内
容　

ゆ
ず
・
ゆ
ず
加
工
品
の
販

売
、
地
場
産
の
新
鮮
野
菜
の
販

売
、
ゆ
ず
料
理
講
習
会
、
模
擬

店
な
ど

問　

越
生
町
産
業
観
光
課
農
林
担

当
ｔ
２
９
２
―
３
１
２
１
内
線

１
４
７

日　

11
月
９
日
土
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
、
10
日
日
午
前
９
時
〜

午
後
３
時

場　

日
高
市
文
化
体
育
館｢

ひ
だ
か

ア
リ
ー
ナ｣

お
よ
び
そ
の
周
辺

内
容　

商
工
業
者
な
ど
に
よ
る
展

示
と
即
売
、
郷
土
芸
能
、
市
民

に
よ
る
舞
台
発
表
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
子
ど
も
広
場

問　

日
高
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
日
高
市
役
所
産
業

振
興
課
内
）
ｔ
０
４
２
―
９
８

９
―
２
１
１
１

『
第
23
回
日
高
市
民
ま
つ
り
』

『
第
10
回
ゆ
ず
フ
ェ
ア
』

　
　
　
　
　
　【
越
生
町
】

『
第
10
回
さ
か
ど
産
業
ま
つ

り
』

『
第
35
回
川
島
町
農
業
商
工

祭
』

報
情

レレ
イ
ン

ボ
ー
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勤
務
内
容　

児
童･

生
徒
の
登
下

校
時
の
立り
っ
し
ょ
う哨
指
導

募
集
人
数　

若
干
名

応
募
資
格　

町
内
在
住
で
、
交
通

安
全
に
熱
意
の
あ
る
健
康
な
人

勤
務
時
間　

授
業
の
あ
る
日
の
午

前
１
時
間
ま
た
は
、
午
後
１
時
間

30
分
な
い
し
、
１
日
２
時
間
30
分

賃
金　

時
給
１
５
０
０
円

採
用
予
定
日　

現
在
の
指
導
員
が

休
職
し
た
翌
日

申
・
問　

11
月
25
日
月
ま
で
に
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
役
場
生

活
環
境
課
交
通
防
犯
係
ｔ
内
線

２
１
３
へ
提
出

職
種　

児
童
厚
生
員

応
募
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
の
資 

格
を
お
持
ち
の
人

・ 

保
育
士
資
格

・ 

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・

高
校
の
い
ず
れ
か
の
教
諭
資
格

・ 

そ
の
他
「
児
童
福
祉
施
設
最
低

基
準
第
38
条
」
に
規
定
す
る
人

募
集
人
員　

１
人

勤
務
地　

児
童
館
（
川
角
４
４
９

―
４
）

勤
務
日
時　

火
曜
日
〜
土
曜
日

（
日
・
月
・
祝
日
・
年
末
年
始

は
休
み
）
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
45
分
（
正
午
〜
午
後
１
時
は

昼
休
み
）

※
事
業
の
内
容
・
時
期
に
よ
り
、

多
少
の
残
業
が
あ
り
ま
す
。

業
務
内
容　

幼
児
・
児
童
と
の
ふ

れ
あ
い
、
２
歳
〜
４
歳
児
お
よ

び
小
学
生
を
対
象
と
し
た
事
業

の
企
画
・
実
施
ほ
か

賃
金　

時
給
９
０
０
円

採
用
予
定
日　

平
成
26
年
１
月
１

日
祝
（
勤
務
開
始
日
は
１
月
７

日
火
）

選
考
方
法　

面
接
、
書
類
選
考

応
募
・
問　

12
月
10
日
火
ま
で
に
、

履
歴
書(

写
真
貼
付)
と
資
格

証
明
書
の
写
し
を
児
童
館
ｔ
２

９
５
―
４
１
１
１
に
提
出　

〜
レ
ン
ズ
を
と
お
し
て

　
　
『
も
ろ
や
ま
』
の
よ
さ
を

　
　
　

表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

応
募
条
件　

平
成
25
年
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
の
間
に
町
内
で

撮
影
さ
れ
た
写
真
で
未
発
表
の

も
の
。
四
ツ
切
ま
た
は
四
ツ
切

ワ
イ
ド
で
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
の

も
の

応
募
期
間　

平
成
25
年
11
月
29
日

『
自
衛
官
採
用
試
験
』

『
臨
時
交
通
指
導
員
』
募
集

『
児
童
館
臨
時
職
員
』
募
集

『
第
22
回
も
ろ
や
ま
フ
ォ
ト

グ
ラ
ン
プ
リ
』
作
品
募
集
！

募
集
し
ま
す

　　毛呂山町コミュニティ協議会では、明るく住みよいまちづくりのため、街頭の清掃や青少年の健全育成など地道に
活動している個人や団体に対して、「ほのぼの賞」を贈り、その活動を称えます。皆さんのまわりで該当する人がいまし
たら、ご推薦ください。推薦書（役場総務課（庁舎３階）・両公民館にあります）に記入のうえ、12月 20 日 ( 金 ) ま
でに提出してください。賞の内容は次のとおりです。

問　毛呂山町コミュニティ協議会事務局　（役場総務課自治振興係内）ｔ（295）2112 内線 313

推薦ください　ほのぼの賞　　～コミュニティづくりの功労者に贈ります～

■対象となる活動の内容

「心のふれあいを深める活動」
・ 常時、温かな心で人に接して、人々の胸に善意の灯を
ともしている

・ 身体の不自由なひとたちへの慰問、激励、各種の奉仕
を自主的に行っている

「健やかな心・身体を育てる活動」
・  青少年健全育成に努めている
・ スポーツ、レクリエーションを地域に普及させている、
または競技などで、他の模範となっている

「住みよいふるさとをつくる活動」
・ 町を汚しているゴミ、空き缶、広告物などの解消や街路、
公園、広場など身近な環境の保全、整備活動および資源
のリサイクル活動などを自主的、積極的に行っている

※対象となる活動内容は左記以外にもありますので、
くわしくは事務局へお問い合わせください。

■活動の継続期間（平成 25年４月１日基準）
常時活動の場合／年間６回以上行われている活動　
で、３年以上継続しているもの
定期活動の場合／年間１・２回程度行われている活
動で、６年以上継続しているもの

※受賞者の選考は、毛呂山町コミュニティ協議会の
理事会で行います。

金
〜
平
成
26
年
１
月
17
日
金
ま

で
（
当
日
必
着
）

応
募
方
法　

募
集
要
項
に
つ
い
て

い
る
出
品
票
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
作
品
の
裏
面
に
貼
付
し

て
、
中
央
公
民
館
、
ま
た
は
町

内
協
力
カ
メ
ラ
店
へ
、
郵
送

（
〒
３
５
０
―
０
４
６
５
毛
呂

山
町
岩
井
西
１
丁
目
15
―
１
）

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
両
公
民
館
に
置
い
て

あ
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

中
央
公
民
館
ｔ
２
９
４
―
１

２
５
０

募
集
種
目　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工

科
学
校
生
徒
（
推
薦
・
一
般
）

受
付
期
間　

推
薦
▽
平
成
25
年
12

月
６
日
金
ま
で
、
一
般
▽
平
成

26
年
１
月
10
日
金
ま
で

試
験
期
日　

推
薦
▽
平
成
26
年
１

月
11
日
土
〜
13
日
月
ま
で
の
間

の
指
定
す
る
１
日
、
一
般
▽
第

第21回グランプリ作品
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

■対象者

　○毛呂山町の住民基本台帳に記載がある人（住民基本台帳から除かれた人も含む）

　○毛呂山町の戸籍に記載されている人（戸籍から除かれた人も含む）

■何を交付した時に通知するのですか？

　住民票の写し（除住民票を含む）、住民票記載事項証明、戸籍謄抄本、除籍謄抄本、戸籍附票など

■どんなときに通知するのですか？

　住民票の写しなど→本人および同一世帯員以外の人が取得した場合に通知します。

　戸籍謄抄本など　→本人および同じ戸籍内に記載されている人、直系の尊属卑属以外の人が取得した場合

に通知します。

■通知の方法などはどうなるのですか？

　登録したご本人（法定代理人の場合は代理人）あてに封書で通知を送付します。通知には、交付年月日・

交付した証明書の種別・交付した通数・請求者の種別が記載されます。

■手続きにはどうしたらよいのですか？

　ご本人（未成年は法定代理人）からの登録申請が必要です。本人が来庁できない場合には、委任状の添付

により代理人による申請もできます。

※登録内容に変更が生じた場合や、登録を取り消す場合にはお手続きが必要です。

必要なもの　申請者の運転免許証・パスポート・写真つきの住民基本台帳カードなど本人の確認ができるもの。

法定代理人は戸籍謄本（当町に戸籍のある人は省略可）、任意代理人の場合は委任状

 問　役場住民課戸籍住民係　ｔ（295）2112 内線 131･133･134

『本人通知制度』をご存知ですか？

　この制度は、事前に登録した人に対して、住民票の写しや戸籍謄
とうしょうほん

抄本などを、本人の代理人や第三
者に交付した場合に、その交付した事実を通知する制度です。
　本人通知をすることにより、不正請求および不正取得に対する早期発見や、委任状の偽造などによ
る不正請求を防止する効果が期待されます。
※この制度の登録をもって、第三者への交付を差し止めることはできません。

１
次
試
験
／
平
成
26
年
１
月
18

日
土
・
第
２
次
試
験
／
平
成
26

年
２
月
１
日
土
〜
４
日
火
ま
で

の
間
の
指
定
す
る
１
日

応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未
満

の
男
子
（
平
成
26
年
４
月
１
日

現
在
の
年
齢
）

申
・
問　

お
問
い
合
わ
せ
、
各
種

資
料
の
請
求
は
、
自
衛
隊
埼
玉

地
方
協
力
本
部
入
間
地
域
事
務

所
ｔ
０
４
―
２
９
２
３
―
４
６

９
１
ま
で

※
入
間
地
域
事
務
所
で
は
毎
月
１

回
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　

埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局
ｔ

０
４
８
―
８
６
３
―
７
８
６
１

　

10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

麻
薬
・
覚
醒
剤
乱
用
防
止
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
の
乱
用

が
若
者
を
中
心
に
広
が
り
、
健
康

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
正
し

い
意
識
を
身
に
つ
け
、
薬
物
乱
用

を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

　

薬
物
乱
用
に
関
し
て
お
困
り
の

人
は
、
少
し
で
も
早
く
、
県
の
相

談
窓
口
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

相
談
窓
口　

ホ
ワ
イ
ト
テ
レ
ホ
ン

コ
ー
ナ
ー
ｔ
０
４
８
―
８
２
２

―
４
９
７
０
、
ヤ
ン
グ
テ
レ

フ
ォ
ン
コ
ー
ナ
ー
ｔ
０
４
８
―

８
６
１
―
１
１
５
２
、
麻
薬
・

覚
せ
い
剤
相
談
電
話
ｔ
０
３
―

３
５
１
２
―
８
６
９
０

問　

坂
戸
保
健
所
生
活
衛
生
・
薬

事
担
当
ｔ
２
８
３
―
７
８
１
５

日　

11
月
５
日
火
、
12
日
火
、
19

日
火
午
後
６
時
〜
８
時
、
11
月

23
日
祝
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

相
談
方
法　

電
話
相
談
ｔ
０
４
８

―
８
７
２
―
８
０
５
５
（
当
日

の
み
通
話
可
）

料　

無
料

相
談
例　
「
会
社
が
赤
字
な
の
か
、

給
料
の
支
払
い
が
遅
れ
て
い
ま

す
」、「
残
業
手
当
を
支
払
っ
て

も
ら
え
ま
せ
ん
」
な
ど

主
催　

埼
玉
司
法
書
士
会

『
麻
薬
・
覚
醒
剤
乱
用
防
止

運
動
』

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

相
談

ご

を

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

町
政
一
般
へ
の
寄
附
と
し
て

▽
10
万
円

　

中
央
商
事
協
力
会　

    

様
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第
２
回
毛
呂
山
美
術
協
会
特
別

展
（
絵
画
・
書
道
・
彫
刻
・
工
芸
・

ち
ぎ
り
絵
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
／
12
月
３
日
火
〜
８
日
日
午
前

10
時
〜
午
後
５
時　

場
／
図
書
館

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
読
書
室
）　

料
／
無
料　

問
／
ｔ
２
９
４
―
６

５
２
９
古
賀

　

消
し
ゴ
ム
版
画
な
ど
の
年
賀
状

を
作
り
ま
せ
ん
か
。
小
学
生
か
ら

大
人
ま
で
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
芸
大
出
身
の
先
生
が
指
導
し

ま
す
。

日
／
11
月
30
日
土
午
後
１
時
〜
４

時　

場
／
三
和
タ
ジ
マ
工
場
内

（
川
角
４
８
４
）　

料
／
５
０
０
円

（
材
料
代
）　

申
・
問
／
三
和
タ
ジ

マ
株
式
会
社
ｔ
０
３
―
５
９
５
４

―
５
８
６
６
イ
ヨ
ダ
、
ｔ
２
９
４

―
１
２
２
１
小
林
ま
で

　

県
で
は
、
県
道
な
ど
の
歩
道
で

清
掃
や
花
植
え
を
行
っ
て
い
た
だ

け
る
地
域
住
民
・
学
校
・
企
業
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
彩
の

国
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
活
動
団
体
に
対
し
、

県
と
地
元
市
町
村
が
清
掃
用
具
の

提
供
、
表
示
板
の
設
置
、
収
集
後

の
ゴ
ミ
処
理
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

　

ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
活
動
は
、
街

づ
く
り
、
地
域
貢
献
、
教
育
な
ど
、

活
動
者
の
意
識
に
よ
っ
て
様
ざ
ま

な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問　

埼
玉
県
道
路
管
理
課
ｔ
０
４

８
―
８
３
０
―
５
１
０
３

【
小
学
生
向
け
】

小
学
生
の
た
め
の
書
写
講
座

『
書
き
初
め
指
導
を
中
心
と
し
て
』

日
／
11
月
２
日
土
・
９
日
土
・
16

日
土
・
30
日
土
午
後
２
時
〜
５
時

定
／
30
人
程
度　

料
／
２
０
０
０

円
（
書
き
初
め
用
紙
、
墨
汁
代
）

持
ち
物
／
書
道
用
具　

申
／
当
日

ま
で
受
付

『
楽
し
い
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
教
室
』

日
／
毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
〜
４

時　

料
／
１
回
50
円
（
保
険
代
）

申
／
実
施
中
、
随
時
受
付

【
社
会
人
向
け
】

『
音
楽
の
聴
き
方　

２
０
１
３
秋
』

視
点
を
変
え
て
み
よ
う
！

日
／
11
月
２
日
土
・
９
日
土
・
16

日
土
午
後
２
時
〜
３
時
30
分　

定

／
20
人
程
度　

料
／
無
料　

申
／

当
日
ま
で
受
付

『
奥
の
細
道
』
入
門
Ⅱ

日
／
11
月
８
日
金
・
15
日
金
・
21

日
木
・
29
日
金
・
12
月
６
日
金
午

前
10
時
〜
11
時
30
分　

定
／
30
人

程
度　

料
／
無
料　

申
／
当
日
ま

で
受
付

【
共
通
事
項
】

場
／
埼
玉
平
成
中
学
・
高
等
学
校

申
・
問
／
埼
玉
平
成
中
学
・
高
等

学
校
（
中
高
一
貫
コ
ー
ス
）
ｔ
２

９
４
―
８
０
８
０

日
／
第
５
回
▽
11
月
16
日
土
午
前

10
時
〜
正
午
（
午
前
９
時
30
分
か

ら
受
付
）、
第
６
回
▽
12
月
14
日

土
午
後
３
時
〜
５
時
（
午
後
２
時

30
分
か
ら
受
付
）　

場
／
滑
川
総

合
高
等
学
校　

内
容
／
学
校
概
要

説
明
、校
内
見
学
、個
別
相
談
（
希

望
者
の
み
）、
入
試
ア
ド
バ
イ
ス

（
予
定
）　

対
／
中
学
生
、保
護
者
、

中
学
校
関
係
者　

持
ち
物
／
筆
記

用
具
、
上
履
き　

申
／
不
要　

問

／
県
立
滑
川
総
合
高
等
学
校
ｔ
０

４
９
３
―
６
２
―
７
０
０
０

埼
玉
平
成
中
学
・
高
等
学
校

『
公
開
講
座
』

『
道
路
の
清
掃
美
化
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
』
の
募
集

『
第
６
回
彫
刻
教
室（
版
画
）』

参
加
者
募
集

県
立
滑
川
総
合
高
等
学
校

『
学
校
説
明
会
』

INFORMATION

『
美
術
協
会
特
別
展
』

訓練用緊急地震速報を利用した
行動訓練にご参加ください!!
問　役場総務課消防防災係
　　ｔ（295）2112 内線 314

　訓練用の緊急地震速報が防災行政無線か
ら下記の日時に一斉に放送されます。町民
の皆さんは、訓練用の緊急地震速報を聞い
たら、あわてずに身を守る行動を起こして
ください。今回の訓練の目的は、緊急地震
速報を聞いてから、揺れがくるまでの短時
間に自分の身をどう守ればよいかを実際に
体感してもらうものです。

◆実施日時
　11月 29日（金）午前 10時 15分ごろ
◆放送内容（予定）
　「チャイム」＋「こちらは防災毛呂山です。
ただいまから訓練放送を行います」＋「緊急地
震速報チャイム」＋「大地震です」×２＋「こ
れは訓練放送です」×３＋「こちらは防災毛呂
山です。これで訓練放送を終わります」＋「チャ
イム」

情
報
交
換

埼玉県と県内全市町村は、個人住民税の
給与天引きを徹底します

　個人住民税は１月１日現在当該市町村在住の人にかかる税金
です。特別徴収とは、給与支払者が毎月の給与から個人住民税
を天引きし、従業員に代わって市町村に納入する制度です。
　埼玉県と県内全市町村は、平成 27年度には、原則として全
ての給与支払者を特別徴収義務者に指定する取組を進めてい
ます。
　事業主の皆さんは早急に特別徴収をするための手続きをして
いただくか、平成 27年度までには円滑に切り替えられるよう
にご準備をお願いします。
　取組全体の内容や具体的な手続きの方法などの詳細について
は、下記担当までお問い合わせください。

【問い合わせ】
この取組について
　埼玉県総務部個人県民税対策課ｔ 048（830）2647
具体的な手続きについて
　役場税務課町民税課税係ｔ（295）2112 内線 195・196

20広報もろやま  11月１日号



毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

問　中央公民館ｔ（294）1250  ｆ（294）1040  ｅ kkoumin@town.moroyama.saitama.jp

第１5回　もろやまゆずの里ウォーク

　わが町特産の『ゆず』は、まさにこの時期最盛期をむかえます。小さな太陽のように黄金色に色づいたゆずが、
常緑の山にたわわに実る様子はとても美しく、見る人の心を奪います。また、赤や黄色に紅葉した山々の季節
でもあります。そんな美しい毛呂山の里山を、のんびり・ゆっくり歩きませんか？
　コースは３種類、ご自分のペースでお楽しみください。
Aコース（14km・舗装路中心）
　受付　午前　9時～　9時 30分
Bコース（  7km・舗装路中心）
　受付　午前 10時～ 10時 30分
Cコース（14km・山道中心）
　受付　午前　9時～　9時 30分
　■各コースとも受付が済み次第、随時スタートです。
　■最終ゴールは午後３時までです。
　■小雨決行です。
集合・出発・解散　役場前駐車場
参加費　２００円（保険代など）
持ち物　弁当・水筒・雨具
申込み・問合せ　電話またはファクス・電子メール、
毛呂山町ホームページの電子申請で、①氏名（複
数参加の場合は代表者）、②電話番号、③参加人数、
④参加コースを中央公民館「ゆずの里ウォーク」
係までお知らせください。

お楽しみイベント
場所　昼食会場（ゆずの里オートキャンプ場）
■ゆず湯のサービス（数に限りがあります）
■滝ノ入獅子舞保存会による獅子舞の実演
■地元特産物の直売コーナー、軽食コーナー
■親子ふれあいゲーム大会

至越生

WC

ゆず霊園

N

　中央公民館利用サークル１年間の発表の場です。
サークルの皆さんの日ごろの学習成果をぜひご覧く
ださい。

日　時　12月７日（土）
　　　　　午前９時 30分～午後４時 30分
　　　　12月８日（日）
　　　　　午前９時 30分～午後４時
場　所　中央公民館
内　容　展示、舞台、体験教室、模擬店
・ 体験教室（手話、絵手紙、茶道、筝

そう

曲、ビーズ、リー
ス、エコクラフト）

・ 模擬店（やきそば、だんご、綿菓子、ポップコーン）

※体験（一部有料）、模擬店は日によって変わります。

第 14回　鎌北湖紅葉まつり
問　毛呂山町観光協会事務局（役場産業振興課内）
　　ｔ（295）2112 内線 175

日　時　11月24日（日）（小雨決行）
場　所　鎌北湖畔
■ゆず娘写真撮影会
　開催時間　午前 10時～正午、午後１時～３時
■鎌北湖クイズウォーク
　開催時間　午前 10時～正午、午後１時～３時
■写真コンクール
①ゆず娘写真の部／ 11月 24日の写真撮影会で撮影
した未発表の作品
②風景写真の部／１年以内に鎌北湖で撮影した未発
表の作品

※からみもちやゆず湯の無料サービスもあります。
※詳しくは、役場１階町民ホール、両公民館、町内写真
店などにおいてある応募要項をご覧ください。

『中央公民館まつり』のお知らせ
問　中央公民館ｔ（294）1250

QRコード

11月23日（祝）
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INFORMATION

　「ずっと泣き声が聞こえるけど…虐待？」 ⇒　ためらわずに下記の連絡先へ！
　「連絡したのがご近所に知れたら…」 ⇒　匿名でも大丈夫。連絡した人の秘密は守られます。
　「怒鳴り声が聞こえる…？」 ⇒　情報が間違っていたとしても、罰せられることはありません。

問　子ども課児童係ｔ（295）2112 内線 113・114

ひとり親家庭のみなさんへ

■現
げんきょうとど

況届けの提出について
　ひとり親家庭等医療費を受給中の人は、平
成 26 年の医療費の受給資格を審査するた
め、現況届の提出が必要です。必ず期限内に
受給者本人が提出してください（ただし児童
扶養手当を受給している人は不要です）。

提出書類
①ひとり親家庭等医療費現況届（郵送予定）
②印鑑
③健康保険証（家族全員）の写し
④その他　・養育費の申告書
　　　　　・認定調書
　　　　　・身体障害者手帳の写しなど
※平成 25年１月２日以降に毛呂山町に転入
した人は、前住所地の役所で発行される平成
25 年度課税・非課税証明書（平成 24 年中
所得）も必要です。

提出期限　11月５日（火）～ 29日（金）

■児童就学支度金支給制度
　埼玉県では、低所得のひとり親家庭の児童が中学校へ入学す
るときに、必要な経費の一部を助成しています。次に該当する
人は、12月 27 日（金）までに申請してください。なお受付
期限を過ぎると、申請を受け付けられません。また、申請書を
提出しない人は支給されませんのでご注意ください。

対　象　母子家庭の母、父子家庭の父、または父母のいない児
童を養育している人で、平成 26年４月に中学校へ就学する
児童を養育している市町村民税非課税世帯の人（ただし、生
活保護受給世帯の人を除く）
※市町村民税非課税世帯とは、申請者および申請者と同居して
いる扶養義務者それぞれ全員の市町村民税額が０円の世帯です。

支給額　中学校入学児童一人につき　１０, ０００円

申請方法　毛呂山町役場子ども課で申請書を配布・受付。
　　なお、申請には申請者ご本人名義の通帳と児童扶養手当証
書、ひとり親家庭等医療費受給者証が必要です。

11 月は児童虐待防止推進月間です
■児童虐待について知ってください！
　【身体的虐待】殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどをおわせる、溺れさせるなど
　【心理的虐待】言葉による脅

おど

し、無視、兄弟間での差別的扱いなど
　【ネグレクト】食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置するなど
　【性 的 虐 待】性的行為の強要など
■あなたの行動で救われる子どもたちがいます！
　虐待は家庭内で起こるものであり、虐待をしている保護者も、虐待されている子どもも、自ら助けを求める
ことはなかなかできません。皆さんの「気づき」と連絡する「勇気」が、子どもだけでなく虐待をする親をも
救うことになります。
　たとえば以下の様子が発見のきっかけになります

虐待と思ったらすぐお電話を！！
役場子ども課児童係ｔ（295）2112 内線 113・114
川越児童相談所ｔ（223）4152
子どもの命や身体に危険がさしせまっている場合には、警察へ 110番通報してください。

・不自然な傷やアザがある
・服装、髪の毛などが極端に不潔
・家に帰りたがらない
・夜おそく、幼い子どもだけで家に
いる

子どもの様子
・子どもへの怒り方が異常
・子どもと関わりが乏しく冷たい態
度をとる
・地域で孤立している
・被害者意識が強く、いつもイライ
ラしている

保護者の様子
・大声でどなったり、叩いたりする音が
よく聞こえる

・子どもがいるのに姿をめったに見かけ
ない

・夫婦の関係が悪い
・泣き声がずっと聞こえる

家庭の様子
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

問　川越税務署　ｔ （235）9411（自動音声案内で２番を選択してください）

川越税務署からのお知らせ

●青色・白色申告決算、消費税説明会のお知らせ（個人課税第一部門）
　川越税務署では、青色・白色申告者に対する説明会および消費税の申告が必要な人に対する説明会を次の
日程により開催します。

青色申告決算説明会日程表
開催月日 開催場所 開催時間 内容

12月　2日月 川越市市民会館（川越市郭町 1-18-7）   9：30～ 11：30

事業所得

12月　3日火 ウィズもろやま（毛呂山町岩井西 5-16-1） 13：30～ 15：30

12月　5日木 富士見市立市民総合体育館（富士見市鶴馬 1887-1） 13：30～ 15：30

12月　6日金 坂戸市文化会館（坂戸市元町 17-1） 13：30～ 15：30

12月   9 日月 川越市市民会館（川越市郭町 1-18-7）   9：30～ 11：30

12月   9 日月 川越税務署４階会議室（川越市並木 452-2） 13：30～ 15：30 不動産所得

※各会場とも駐車場が狭いため、来場にはなるべく電車・バスなどをご利用ください。

白色申告決算説明会日程表
開催月日 開催場所 開催時間 内容

12月 10日火
川越税務署４階会議室（川越市並木 452-2）

  9：30～ 11：30 不動産所得

13：30～ 15：30 事業所得

12月 11日水 13：30～ 15：30 事業所得

※駐車場が狭いため、来場にはなるべく電車・バスなどをご利用ください。

消費税説明会日程表
開催月日 開催場所 開催時間 内容

12月 12日木 川越税務署４階会議室（川越市並木 452-2）
  9：30～ 11：30 簡易課税

13：30～ 15：30 一般課税

※駐車場が狭いため、来場にはなるべく電車・バスなどをご利用ください。

●平成 25年分年末調整説明会開催のお知らせ（法人課税第二部門）
　川越税務署では、管内の源泉徴収義務者を対象に、平成 25年分源泉所得税の年末調整説明会を開催します。

平成 25年分年末調整説明会日程表
開催月日 開催場所 開催時間

11月 18日月 坂戸市文化会館（坂戸市元町 17-1）

14：00～ 16：0011月 19日火 三芳町文化会館コピスみよし（三芳町大字藤久保 1100-1）

11月 21日木 川越市市民会館（川越市郭町 1-18-7）

※各会場とも駐車場が狭いため、来場にはなるべく電車・バスなどをご利用ください。

●平成26年1月から、記帳・帳簿などの保存制度の対象者が拡大されます（個人課税第一部門）
　個人の白色申告者のうち前々年分あるいは前年分の事業所得、不動産所得または山林所得の合計額が 300
万円を超える人に必要とされていた記帳と帳簿書類の保存が、これらの所得を生ずべき業務を行う全ての人
（所得税の申告の必要がない人を含みます）について、平成 26年１月から同様に必要となります。記帳・帳
簿などの保存制度や記帳の内容の詳細は、国税庁ホームページ (ｈ http://www.nta.go.jp) をご覧ください。
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ゆずの里保育園の病後児保育
　お子さんが病気などにかかった後の回復期に、保護者の
就労、疾病、出産などの理由により家庭で保育することが
困難な場合に専用の保育室で看護師付き添いのもと、一時
的にお子さんをお預かりして保育を行います。
日時 / 月～金曜日８:30 ～ 17:00　休日 / 土・日・祝日および 12月 29日～１月３日　料 / １日 2,000 円　
定 / １日４人まで（予約順）　問 / 役場子ども課保育係ｔ（295）2112 内線 137　
※利用する場合は、事前に登録が必要です。

一時預かり保育
　保護者の就労、疾病、事故、出産などの理由で一時的に家庭で保育することが困難な場合や、育児に伴う心理・
肉体的負担を解消するため、保育所でお子さんを一時的にお預かりして保育を行います。

名　称 場　所 電話番号 名　称 場　所 電話番号
ゆずの里保育園 平山 1-47-3 （294）6066 毛呂山みどり保育園 葛貫 799-12 （294）1115
養光保育園 毛呂本郷 687 （276）1473 ながせ保育園 前久保 497 （294）2515
あけぼの幼児園 長瀬 398-5 （295）2340 ときわぎ保育園 平山 2-11-1 （294）4992

図書館　ｔ（295）1015　11月の休館日：５日火、11日月、18日月、25日月

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

子ども映画会
「バグズライフ」 11月 ９日（土）14:00～15:30

内容 / アリたちの国をおびやかすバッタ
のポッパーたちから仲間を守るため、フ
リックは大作戦を考える！
場 / ２階視聴覚室　定 / 先着５０人

おはなし会 11月23日（土）14:00～14:30 ３歳児～小学生

内容 / おはなし、絵本の読み聞かせ、紙
芝居など　場 / ２階視聴覚室　
※小さなお子さんは、保護者同伴でご参
加ください。

おはなしポッケ 11月12日（火）
11月26日（火）11:00～11:30 ０歳～３歳くらい

内容 / 絵本の読み聞かせ、手あそびなど
場 / １階おはなしコーナー
※小さなお子さんのためのおはなし会です。

おおきなポッケ 12月 ３日（火）11:00～11:30 ２歳～３歳 内容 / 絵本の読み聞かせ、手あそび、紙
芝居など　場 / １階おはなしコーナー

児童館　ｔ（295）4111　11月の休館日：毎週日・月曜日、23日土

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

ぴょんぴょん広場

11月13日（水）
11月20日（水）
11月27日（水）
12月 ４日（水）

10:30～11:30 ２歳前後の幼児と保護者

内容 / 体操・工作・体育あそびなど（申
込み不要）　持ち物 / 親子とも室内シュー
ズ

ぴょんぴょん広場
クリスマス会 12月11日（水）10:30～11:30

本年度のぴょん
ぴょん広場、幼
児クラブに参加
した幼児と保護
者

場 / 児童館２階　定 / 先着３０組　内容 /
パネルシアター、リズムで遊ぼう、工作、
サンタクロースともろ丸くん登場　持ち物
/ 親子とも室内シューズ　申 /11月 26日
火から12月４日水に児童館で受付（電話可）

宝探し 11月 ９日（土）10:00～11:00 小学生 場 / 児童館前広場（申込み不要）
昔のあそび体験 11月16日（土）10:00～11:30 小学生 場 / 児童館前広場（申込み不要）

保健センター　ｔ（294）5511

名　称 日　程 対　象 内　容
４か月児健診 12月  ４日（水） H25. ７生

場 / 保健センター
※対象者には個別に通知します。

10か月児健診 12月  ５日（木） H25. １生
１歳６か月児健診 12月 17日（火） H24. ５生
３歳児健診 12月 18日（水） H22. ６生

育児学級  １月 22日（水） 乳幼児およびその保護者
身体測定・育児相談・離乳食指導
申 /12 月４日（水）から保健センターで受付（電話可）

子ども広場
このコーナーは、子どもが参加のできるイベ
ントなどの情報のほか、子育て支援に関する
情報や健康診断など、子どもに関する様ざま
な事柄を掲載するコーナーです。
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３年　高橋　美
み さ き

紗輝さん

「にじ色の魚の大ぼうけん」 「みんなが大すきな学校」

２年　河原　ゆづきさん

№
３
７
７　

毛
呂
山
小
学
校

ぼくらの
キ
ャ
ン
パ
ス

「ぼくとおともだちで　　　
　　　いっぱいあそんだよ」

１年　森　遥
はると

都くん

保健センターだより
保健センター　ｔ（294）5511

乳がん・子宮頸
けい

がん検診（受診回数／２年度に１回）
日　12月 15日（日）午前・午後
対　乳がん /４０歳以上、子宮頸がん /２０歳以上
料　乳がん /６００円、子宮頸がん /５００円
　　クーポン券がある人は無料です。
定　先着１２０人
申　11月８日（金）から保健センターで受付
※生活保護世帯の人は無料になりますので、申込
み時にお申し出ください。なお、当日は印鑑と受
給者証をご持参ください。
※お子さんの保育もあります。

栄養相談（無料）
　生活習慣病予防の食生活について、管理栄養士
が個別にご相談をお受けします。
①11月20日（水）午前９時～正午
場　保健センター
②11月27日（水）午前９時30分～11時30分
場　毛呂山町役場

申　保健センターで
受付（電話可）
※１人 20分くらいを
目安に予約を取ります。

個別健康診査（受診は１年に１回）
実施月　12月
申　11月７日（木）～ 18日（月）
対　後期高齢者医療制度の加入者（平成 25 年９月末ま 
でに加入している人）
内　容　問診・身体計測・血圧測定・尿検査・血液検査・
医師の診察など
料　５００円　　定　先着２５人
手　順　①保健センターに電話で申し込むと、受診券が
郵送されます。②医療機関を選び、健診の予約をして
受診してください。
※受診当日は、保健センターから届いたすべての書類を
医療機関へご持参ください。
場　次のなかから 1か所を選択
　埼玉医科大学病院健康管理センター、長瀬クリニック、
根岸内科医院、初野医院、毛呂病院、ゆずの木台クリニッ
ク、市川医院、越生メディカルクリニック、かあいファ
ミリークリニック

■ 12月の在宅当番医（午前９時～正午）

日にち 医療機関名 専科 住所 電話
12/23祝 はなみず木整形外科 整形外科 越生町如意 102-9 292-8003
12/29日 根岸内科医院 内科 下川原 171 295-3959
12/30月 初野医院 内科 長瀬 718 294-7713
12/31火 もろやま眼科 眼科 岩井西 2-11-8 294-4113
※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38ｔ 276-1465）は、救急
部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。
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法律相談
■弁護士（要予約）
　12月 10日火、24日火　13:30 ～ 16:00
■行政書士
　12月 18日水　10:00 ～ 15:00
場　所　役場会議室
内　容　土地家屋のトラブル、交通事故、金銭貸借や補償、
　　　　相続問題など
問合せ　役場総務課自治振興係ｔ（295）2112 内線 313

人権・行政相談
日　時　12月 12日木　13:30 ～ 16:00
場　所　役場会議室
内　容　人権問題、行政に関する苦情など
問合せ　役場総務課自治振興係ｔ（295）2112 内線 313

心配ごと相談
日　時　毎週水曜日　10:00 ～ 12:00
場　所　ウィズもろやま（福祉会館）
内　容　生活上の悩み、困りごとなど
問合せ　社会福祉協議会ｔ（295）3111

1 2 月の相談コーナー
健康相談
■成人健康相談（心と体の相談）
日　時　12月 13日金　9:00 ～ 12:00
場　所　保健センター
日　時　12月 18日水　9:30 ～ 11:30
場　所　役場ホール
■電話相談
日　時　月～金曜日（祝日を除く）　9:00 ～ 17:00
問合せ　保健センターｔ（294）5511

教育相談
日　時　月～金　10:00 ～ 16:30
場　所　教育センター
内　容　不登校、いじめ、しつけなど
電話相談番号ｔ（295）2525

消費生活相談
　産業振興課では、消費生活全般に関する相談・情報提供
を行っています。
　毎週火曜日　10:00 ～ 15:00 は、消費生活コンサルタ
ントが相談を受け付けます。
問合せ　役場産業振興課商工観光係ｔ（295）2112 内線 175

 行事カレンダー12月の 毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

児 図歴児

・1月分総合公園予約日
　場総合公園
・黒山鎌北湖駅伝大会
　場総合公園スタート

・おおきなポッケ
　場図書館→P24

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P24

・体育施設1月分調整
会議

　場総合公園

・健康づくり教室
　場中央公民館

・中央公民館まつり
　場中央公民館→P21

8 9 10 11 12 13 14児 図歴児体

・醤油しぼり実演会
　場歴史民俗資料館
・中央公民館まつり
　場中央公民館→P21
・町内バレーボール大会
　場総合公園体育館

・健康づくり教室
　場大類館
・おはなしポッケ
　場図書館

・ぴょんぴょん広場
　クリスマス会
　場児童館

・献血
　場役場
・子育てサロン
　場東公民館
・クリスマスコンサート
　場東公民館→P16

・健康づくり教室
　場中央公民館

・子ども映画会
　場図書館
・ふれあい東公民館
　場東公民館→P16
・ゆず祭り
　場滝ノ入集会所

15 16 17 18 19 20 21
児 図歴児体

・休日納税相談・納入窓口
　場役場
・トレーニング機器説明会
　場総合公園
・クリスマス会
　場図書館
・解読毛呂山の歴史
　場歴史民俗資料館
・ゆず祭り
　場滝ノ入集会所

・健康づくり教室
　場大類館

・高齢運転者再教育
　場おごせ自動車学校

・健康づくり教室
　場中央公民館

・おはなし会
　場図書館
・父親クラブ
　場児童館

22 23 天皇誕生日 24 25 26 27 28児 児 歴 歴 歴児体

・健康づくり教室
　場大類館
・おはなしポッケ
　場図書館

・ドッジボール
　場児童館
・小・中学校冬季休業
開始

・冬休みお楽しみ会
　場児童館
・子育てサロン
　場ウィズもろやま

・健康づくり教室
　場中央公民館

29 30 31図歴児体 図歴児体 図歴児体

図図書館　歴歴史民俗資料館　児児童館　体町内体育施設（総合
公園体育館・グラウンド、大類グラウンド・ソフトボールパーク、
川角公園、西戸・川角・岩井・目白台各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク 場＝場所

お知らせ　広報もろやま 10 月１日号「11 月の行事カレンダー」に掲載した「トレーニング機器説明会場総合公園」
の日程が変更になりました。　変更前→ 11 月 16 日（土）　変更後→ 11 月 23 日（土）
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※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。
※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。

問　老人福祉センター山根荘  ｔ（294）5545

役場からのお知らせ

　来年の県民手帳を買いました。巻頭で毛
呂山の流鏑馬が紹介されています。また町
の自慢したいことが増えました！ ほかに
も広報に載せきれないことは、HPでもお
知らせしています。ぜひご覧ください。（Ｙ）

編　集　後　記

人口　　35,699 人（－ 20人）
　男　　17,802 人（－ 14人）
　女　　17,897 人（－ 6人）
世帯　　15,713 戸（－ 13戸）
※平成 25年９月１日現在

人口　　35,680 人（－ 19人）
　男　　17,792 人（－ 10人）
　女　　17,888 人（－ 9人）
世帯　　15,720 戸（＋ 7戸）
※平成 25年 10月１日現在（カッコ）
内は前月比
※ 10月号に掲載した９月１日現在の人
口に誤りがありました。正しくは上記
のとおりです。お詫びして訂正します。

人の動き

■毎週水曜日は、税務課・住民課・
子ども課・高齢者支援課・福祉課・
水道課で午後７時まで窓口業務を
行っています。

■広報もろやまは、役場ホール、
両公民館、図書館、保健センター、
教育センター、総合公園体育館、
歴史民俗資料館、福祉会館に置い
てあります。

■ウェブサイト用
　QRコード

■税金・保険料は納期限内に忘れ
ずに納めましょう。
11月の納期（12月２日納期限）
　固定資産税　　　　　　４期
　国民健康保険税　　　　５期
　介護保険料　　　　　　６期
　後期高齢者医療保険料　５期

ｉ
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く
ん

が
行
っ
た
と
こ
ろ
で
一
番
感
動
し

た
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
あ
り
ま
す

か
？　

あ
と
、
も
ろ
丸
く
ん
の
好

き
な
食
べ
物
は
な
ん
で
す
か
？

　
　
（
毛
呂
本
郷　

Ｔ
・
Ｓ
く
ん
）

お
手
紙
あ
り
が
と
う
！　

人
気
者
な
ん
て
照
れ
ち
ゃ

う
な
☆
ぼ
く
が
一
番
感
動
し
た
の

は
、
桂か

つ
ら
ぎ木

展
望
台
か
ら
見
た
初
日

の
出
だ
よ
!!　

普
段
の
夜
景
も
と

て
も
キ
レ
イ
だ
け
ど
、
元
旦
の

初
日
の
出
は
格
別
だ
っ
た
な
ぁ

…
…
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
だ
と
、

鎌
北
湖
の
ボ
ー
ト
か
ら
眺
め
る
紅

葉
も
最
高
だ
か
ら
、
ぜ
ひ
行
っ
て

み
て
ね
。
そ
れ
か
ら
、
ぼ
く
の
好

き
な
食
べ
物
は
「
豚ぶ

っ
た
ま
げ
ど
ん

玉
毛
丼
」
だ

よ
！　

毛
呂
山
町
の
ご
当
地
グ

ル
メ
で
、
ゆ
ず
の
香
り
が
し
て

と
っ
て
も
美
味
し
い
ん
だ
！　

町
内
外
問
わ
ず
、
フ
ァ
ン
が
多
い

ん
だ
よ
♪

こ
こ
で
は
ぼ
く
や
役
場
へ

の
お
便
り
・
質
問
を
募
集

し
て
い
る
よ
！
郵
送
・
メ
ー
ル
・

フ
ァ
ク
ス
で
送
っ
て
ね
。『
も
ろ

丸
く
ん
と
い
っ
し
ょ
！
』
と
明

記
し
て
ほ
し
い
な
。

　

お
便
り
に
は
ぼ
く
が
広
報
で
お
返

事
す
る
よ
。
お
便
り
待
っ
て
ま
す
！

あ
て
先
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図書館
今月のオススメの一冊！
『遠

と お の

野物語 r
りみっくす

emix』
京極　夏彦、柳田　國男／著
角川学芸出版／出版

手県遠野の郷に古くから伝わ
るザシキワラシなどの怪異な

民話を、民俗学の
父・柳田國男が著
した『遠野物語』。
百年の時を経ても
なお色あせない名
著を、京極夏彦が
敬意をこめて読み
解いた新釈です」

「岩

お便りコーナー

山根荘は、レインボー協議会（毛呂山町、川越市、坂戸市、鶴ヶ島市、
日高市、川島町、越生町）内の居住者で６０歳以上の人は、無料で
ご利用になれます。

ほしいもの！　あげたいもの！
●ゆずりたい物
・ホットカーペット（３畳用・カバー付）（中古・無料）・ホットプレート（３
～４人用）（中古・無料）・スタッドレスタイヤ（195・65Ｒ 15）（中古・無料）
●ゆずってほしい物
・そうじ機（中古・相談）

　紹介したい品物がありましたら、お気軽にお申し込みください。
また、交渉が成立した場合には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月
申・問　役場産業振興課商工観光係ｔ内線 175

山根荘趣味の会等定例行事
11月の休館日   2日   3日   4日   9日 10日

16日 17日 23日 24日 30日
ペ タ ン ク 25日
声を出す会   6日（芸能祭）20日
謡 寿 会 12日 26日
民 踊同好会 11日 25日

俳 句 の 会   8日 22日【季語　小春（こは
る）、焚火（たきび）】

囲碁・将棋の会   1日   8日 13日 20日 22日 
27日 29日

お 茶 の 会   1日
茜会（お花）11日 25日
ダンス同好会   1日 15日（文化祭）
ぎんれい会（大正琴）   1日

三味線・民謡の会   7日 14日
手 芸 の 会 13日 27日
カ ラ オ ケ
同 好 会

  8日 13日
（厚年カラオケ）29日

吟 友 会 13日 27日
書 道 の 会 13日 27日
舞 わかば会 13日 27日
FD カトレア 11日 25日
健康体操役場主催 18日
楓 会 22日
押し花の会 11日
桜 扇 の 会 11日 25日
PC ク ラ ブ 18日 21日
光 華 の 会   6日 20日
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1
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１
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Ｎ
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■
発
行
　
毛
呂
山
町
　
■
1
部
当
り
　
3
9
.5
円
　

■
編
集
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

植物油インキを使用しています。

も
ろ
や
ま

　

総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
、
県
道
飯
能
寄
居

線
（
旧
道
）
へ
つ
な
ぐ
道
を
、
た
く
さ
ん
の
コ
ス

モ
ス
が
彩
っ
て
い
ま
す
。
地
元
葛
貫
の
人
た
ち
が

一
昨
年
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
こ
の
「
葛
貫
コ

ス
モ
ス
街
道
」
を
は
じ
め
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
美

し
い
青
空
の
下
、
通
り
の
あ
ち
こ
ち
で
ピ
ン
ク
や

白
の
コ
ス
モ
ス
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
道
す
が
ら
に
眺
め
て
も
、
ゆ
っ

く
り
見
て
も
楽
し
い
、
秋
の
穏
や
か
な
自
然
を
感

じ
る
一
枚
で
す
。

（
毛
呂
山
町
秘
書
広
報
課
撮
影
）

コ
ス
モ
ス
（
葛つ

づ
ら
ぬ
き貫

）

応
募
方
法

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
写
真
を
と
お
し
て
毛
呂
山
町

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
風
景
写
真

は
も
ち
ろ
ん
人
物
や
動
物
、
花
な
ど
の
写
真
で
も
結

構
で
す
。
あ
な
た
の
好
き
な
毛
呂
山
町
の
風
景
を
写

真
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
町
内
在
住
・
在
勤
の
人

で
あ
れ
ば
応
募
可
能
で
す
。
ま
た
、
撮
影
し
た
写
真

へ
の
思
い
や
撮
影
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
１
５
０
字
程

度
で
ま
と
め
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
併
せ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
（
写
真
返
却
不
可
）。
な
お
、
撮
影
が

過
去
の
も
の
（
１
年
前
）
で
も
掲
載
可
能
で
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
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５
０
―
０
４
９
３　

毛
呂
山
町
中
央
２
―
１
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山
町
役
場
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

　

ｔ
０
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線
３
３
２
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（平成 25年 10 月９日撮影）

魅
力
　
　
発
見

彩

　　栗原　悠
ゆうと

斗くん（２歳８か月）
　　　　　大

だいき

輝くん（１歳）
　いつも元気な二人です。
　おじいちゃんが作った大好きなスイカ
に大喜び !!
　いつまでも兄弟仲良く、素直で健康に
育ってください。

　今年も鍋の美味しい季節がやってき
ました。鍋に欠かせない野菜の一つで
もある、ネギ。一年中収穫できる野菜
ですが、最も甘みが強まる 11 月～２
月が旬といわれます。この時期に流行
しがちな風邪に、ネギの辛味や独特の
臭いの正体である「硫化アリル」とい
う成分は強い味方です。食べたり喉

に巻いたりするだけで効くほどの強力な殺菌鎮静効果があり、
更に疲労回復や冷え性に効果があります。
　しかしこのありがたい成分も、臭いや辛みが苦手な人には
食べにくく感じるものです。それらを押さえネギの甘みを引
き出すには、オーブンなどを使って高温で加熱すること。お
鍋にも、炒め物にも、スープにも、ほんのひと手間加えて旬
の美味しさと健康を手に入れてはいかがですか。

ネギ

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。
申・問　役場秘書広報課ｔ内線３３２

徒然歳時記
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